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はじめに

　筆者は、群馬県吾妻郡中之条町に所在する史跡東

谷風穴の整備に携わる中、東谷風穴の歴史的意義に

ついての検討を行ってきた。

　明治時代後半から昭和時代初期まで、群馬県の重

要な産業であった養蚕・製糸業において、冷気が自

然に吹き出す風穴は蚕種の春季での異常な気温変化

に対する孵化の適切な管理とともに、夏季・秋季で

の多回育成化を可能にし、日本の近代化の基礎を築

いた生糸の輸出の増大に大きく寄与した。そのこと

の歴史的価値が認められ、「蚕種貯蔵風穴は、明治

時代後半から昭和初期までの我が国近代の養蚕・製

糸業を支えたものであり、荒船風穴は全国一の貯蔵

規模を誇って全国的な取引を行い、東谷風穴は地域

の風穴としては規模が大きく、ともに群馬県を舞台

に展開した近代養蚕・製糸業を知る上で貴重である

ことから」（文化庁文化財部監修『月刊文化財』平

成22年２月号(№557））、2010年（平成22）２月22日、

荒船風穴と東谷風穴は「荒船・東谷風穴蚕種貯蔵所

跡」として史跡に指定された。

　その際、「この風穴を利用した蚕種貯蔵は、増大

する製糸輸出需要をまかなうための原料繭の生産増

大に大きく寄与し､ 大正後期以降昭和初期に機械式

冷蔵庫が普及するまで､ 養蚕・製糸業の一翼を担っ

た」（同前）とされた。

　しかし、養蚕における蚕種冷蔵施設の歴史を振り

返ると、蚕種冷蔵施設においては風穴と機械式冷蔵

庫に集約できない動きがあることが知られる。

　それは、「氷庫」あるいは「氷室」等と呼ばれる

主として冬季自然に凍結した氷を使った蚕種の冷蔵

が、無視できない規模で行われたと考えざるを得な

い状況があったことである。

　そうした氷を冷熱源とする蚕種貯蔵の状況を検討

し、蚕種冷蔵施設の全体像の中で風穴における蚕種

貯蔵を位置付けた場合、どのようなことが明らかに

なるのか検討する必要がある。しかし、蚕種冷蔵施

設の全体は膨大な量になり、焦点を絞って検討せざ

るを得ない。

１．群馬県における蚕種冷蔵施設の推移

　まず、群馬県において蚕種冷蔵施設として風穴が

本格的に利用される明治30年代後半から、戦時統制

下におかれる第二次世界大戦末期までの蚕種冷蔵施

設の状況を概観することとしたい。

　この間の謂わば第一次資料がまとまって存在する

蚕種冷蔵施設は限られており、現状で県内における

蚕種冷蔵施設を概観するためには国、県等の公的な

機関よる統計資料に依拠せざるを得ない。

　同一基準における通時的な推移を示すことは困難

＊いいじま　よしお・中之条町教育委員会　調査員

群馬県立世界遺産センター紀要　第３号　39 ～ 58頁　2023.　3

図１　秋蚕生産者への調査依頼はがき
（群馬県立文書館蔵）
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なため、確認できる限られた統計資料を繋ぎ合わせ

ることにより、上記期間の推移を把握することとし

たい。以下、初期の段階から、実状を見ることとす

る。

（１）明治時代末期における東谷風穴・赤城氷蔵・

碓氷蚕種冷蔵庫の利用状況

　「地域の風穴として規模が大きい」として史跡に

指定された東谷風穴と、氷を冷熱源とする氷庫の代

表例として、「赤城氷蔵」と「碓氷蚕種冷蔵庫」を

取り上げ、やや詳しく検討したい。

　これらの３施設の状況が比較的知られる、群馬県

農会が明治40年（1907）から明治45年（1912）まで

秋蚕種生産者に聴き取り調査の結果をまとめた『群

馬県秋蚕供用　黒種（風穴種）生種（二化性）　生

産額調査』（群馬県農会　1907）・『群馬県秋蚕種生

産額調査』（群馬県農会　1909 ～ 1912）（以下、『秋

蚕種生産額調査』と略す。）に依拠する。ただし、

明治41年（1908）分はこれまでのところ未見である。

本『秋蚕種生産額調査』においては、群馬県農会か

ら各秋蚕種生産者へ「秋蚕種共同購入奨励上参考ノ

為メ」として、はがきで所定の書式により問い合わ

せを行い、その結果を集成し公刊している。調査項

目は、年度毎に少し変化しているが、秋蚕種の名称、

種類、生産量、予定価格、そして冷蔵施設等である。

明治41年の県農会から生産者への調査の依頼はがき

は図１（群馬県立文書館蔵　P-8213	12424-100）の

とおりである。ただし、明治41年分には「貯蔵場所」

の欄が無い。前後の『秋蚕種生産額調査』の内容か

らも、調査自体が実施されたことは確認されるが、

公刊された『秋蚕種生産額調査』の中でどのように

表現されたかは不明である。あるいは公刊されなか

った可能性もあると想定している。

　以下、こうした、明治40年から明治45年までの明

治41年分を除いた『秋蚕種生産額調査』により、東

谷風穴、赤城氷蔵、碓氷蚕種冷蔵庫の３施設につい

ての内容を検討する。

　①東谷風穴（写真１）

　前橋地方法務局中之条支局の閉鎖登記簿によれ

ば、明治39年（1906）における東谷風穴の当初の運

営母体である東谷風穴蚕種貯蔵合資社への出資者は

26名である（中之条町教育委員会　2019）。同出資

者は風穴所在地の旧名久田村在住者が中心で、吾妻

川流域から榛名山東南麓、赤城山西麓に及び、その

内の８名の東谷風穴への預け入れが確認される（図

２・表１）。

　『秋蚕種生産額調査』によれば、明治42 ～明治45

年の４年間で東谷風穴へ蚕種を預けた蚕種製造者

（表２）は28名（同一人物や夫婦での名義使い分け

により、実数は少し減少するものと思われる。）で、

出資者の範囲とほぼ重なる（図２）。本風穴の開設

に伴い、榛名風穴からの貯蔵換えが目立つ。利根郡

（№26）、碓氷郡（№28）、新田郡（№27）からの預

け入れも認められるが、少数である。利根郡（№

26）例は利根風穴や碓氷冷蔵庫を利用した後、東谷

風穴と利根風穴の両者を利用し、その後東谷風穴に

一本化している。碓氷郡（№28）、新田郡（№27）

の例は預け先を頻繁に変えている。「赤城」・「利根

風穴」からの貯蔵換えや「赤城」・「小諸」への貯蔵

変えが認められるが、貯蔵変えをする生産者は限ら

れる。

　吾妻川流域から榛名山東南麓、赤城山西麓の蚕種

製造者に継続して使用される傾向が認められる（図

２）。

　６年間の推移であるが、出資者を中心として、施

設の近接地の蚕種製造家に利用されるのが基本であ

ると考えられる。

　②赤城氷蔵（写真２）

　『秋蚕種生産額調査』によれば、赤城山における

蚕種冷蔵施設として、「赤城風穴」、「赤城山地蔵谷」、

写真１　操業直後の東谷風穴（群馬県協賛会編　1910）
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「赤城」、「赤城山地蔵嶽」、「赤城山氷穴」などの施

設名が確認される（表３）。赤城山中には赤城氷蔵（勢

多郡富士見村赤城山地内地獄谷所在　樺沢角蔵所

有）、赤城冷蔵庫（勢多郡富士見村字箕輪　樺沢角

蔵）、赤城冷蔵庫（勢多郡富士見村字箕輪　阪田唯

次郎）、赤城沼尻冷蔵庫（勢多郡富士見村赤城大洞

　福田利忠太・青木あい）などの蚕種冷蔵施設の存

在が知られ、どの施設を指しているか判然としない。

しかし、いずれも赤城山の大沼で採取した氷を冷熱

源としているものと思われる。

　貯蔵した蚕種製造者は45名が確認され、利根風穴

への貯蔵変え（№２）や榛名風穴・荒船風穴との分

散貯蔵（№６）、荒船風穴からの貯蔵変え（№21）、

荒船風穴へ一部貯蔵し、元に戻して、さらに全て小

諸へ貯蔵変え（№25）、小諸への貯蔵変え（№26・

27・34・41・42）、安中氷蔵への貯蔵変え（№28）、

星尾風穴と分散貯蔵した後、赤城へ一括し、その後

一括して小諸へ貯蔵変え（№30）、小諸へ貯蔵変え（№

32）、東谷風穴へ貯蔵変え（№33）、東谷風穴と分散

貯蔵して、赤城に一括し、その後小諸へ一括して貯

蔵（№35）、利根風穴から碓氷冷蔵庫を経て、東谷

風穴と分散し、その後東谷風穴に一括して貯蔵（№

38）、星尾風穴から赤城、星尾、そして赤城と毎年

貯蔵先を変化（№43）、榛名山からの貯蔵変え（№

44・45）と複雑な貯蔵変えの例が見られる。そうし

た貯蔵変えの際、地縁関係で同一の動きを示す例が

認められる。

　利用者は施設所在地の赤城山南東麓に位置する富

士見村・南橘村に集中し、利根川右岸の前橋台地縁

辺部（上陽村）、赤城山東麓（福岡村）に拡大する

傾向がある（図３）。

　なお、遠隔地である北甘楽郡馬山村の利用者がお

り（№43）、同利用者は頻繁に預け先を変えている。

　施設の近接地の蚕種製造家に利用されるのが基本

と考えられる。

　ところで、明治36年には群馬郡群馬町大字東国分

の養蚕農家から「赤城山風穴」へ蚕種を預けたとの

記録があり、榛名風穴の利用と同時期、もしくは先

行して「赤城氷蔵」が使用されていた可能性がある

（群馬県教育委員会事務局　1972）。

　さらに、群馬県における１府十四県連合共進会の

開催に際して刊行された『群馬県案内』（群馬県協

賛会編纂　1910）によれば、「前橋市及附近」の各

種施設等の紹介の中で、「赤城蚕種氷蔵場（同（勢

多---筆者付記）郡富士見村赤城山麓　距前橋市五里

半）　樺澤角次郎の管する所にして、温度は盛暑の

候尚三十四度（約1.1℃ ---筆者付記）を昇ることなし、

明治17年始めて貯蔵を試み、同二十二年より一般の

委託に応じて貯蔵業を開始せり、其成績佳良なるよ

り逐年盛況を致す」とあり、赤城山の天然氷を使用

しての蚕種冷蔵の実態解明が必要である。

　③碓氷蚕種冷蔵庫（写真３）

　本施設は、後に県議会議員も務めた田中京四郎

（1860 ～ 1940）が開設、運営した（群馬県議会図書

室　1966）。田中は、

「余は国家富強の根

元たる蚕種を貯蔵す

べき天然風穴の所在

地が多くは山間僻地

にして甚だ不便なる

と且つ時々地温の変

化その他の関係に依

り発生不良の蚕種を

出すとあるを遺憾と

し之に代ふるに便利

にして且安全なる方

法を発見し斯業界に

貢献せんとを期し焦

写真２　「赤城山地獄谷蚕種冷蔵庫」
　　　　　（群馬県教育委員会事務局　1972）

写真３　碓氷蚕種冷蔵庫
（群馬之蚕業社　1913）
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慮研究の末遂に結氷利用の適切なる事を案出し明治

卅七年試験貯蔵を開始するに至る（中略）明治三十

九年秋現在の冷蔵庫を新設爾来頗る好成績を呈する

に至り（後略）」（群馬之蚕業社　1913『群馬県蚕業

案内』（巻末広告））と記載し、風穴が山間地という

悪条件下に立地していること、「地温」が一定しな

いことの弱点を挙げ、自然の氷を利用した冷蔵庫に

よる蚕種貯蔵の利点を強調している。

　『秋蚕種生産額調査』によれば（表４）、田中京四

郎（№４）は、碓氷蚕種冷蔵庫の開設以前は荒船風

穴に預け、明治42年以降、「碓氷氷室」、「碓氷冷蔵庫」、

「碓氷氷庫」、「安中」に預けている。同様な荒船風

穴からの乗り換えの例は、№７・13・16・17・20・

23・25・26・27・28　等が認められる。「安中」と

荒船風穴に分散して預ける例（№１）、蔦木風穴等

の県外の風穴から「安中冷蔵庫」に預け変えした例

（№２・５・８・11・12・15・36・41 ～ 56）、その

内№41 ～ 56は明治45年には「安中」と荒船風穴に

表１　東谷風穴蠶種貯蔵合資会社員と『群馬県秋蠶種生産額調査』に見る秋蚕種の生産と冷蔵場所
№ 氏　名 住　　　所 出　資 明治40年７月 明治42年７月 明治43年７月 明治44年７月 明治45年６月

価格 種類
1 奥木仙五郎 吾妻郡東村大字新巻村718 45円 無限 （表２参照）
2 小池宗太郎 〃	中之条町大字伊勢町40 45円 無限
3 剣持　礥治 〃	中之条町大字中之条町122 45円 無限
4 蟻川伴次郎 〃	伊参村大字蟻川村115 45円 無限 「五大州」・「白姫」(一

化性)、「國一」・「更
紗」・「更紗」(二化性)」
を生産し、全て東谷
風穴に貯蔵

「角又」・「白姫」・「五
大洲」(一化性)、「國
一」・「更紗」(二化性)」
を生産し、全て東谷
風穴に貯蔵

「五大洲」(一化性)、
「白カスリ」・「更紗」
(二化性)」を生産し、
全て東谷風穴に貯
蔵。生秋蚕種「國一」・

「日本錦」を生産。

「五大洲」(一化性・
風穴)、「更紗」(二化
性・風穴)」を生産し、
全て東谷風穴に貯
蔵。「國一」・「日本錦」
(二化生・生)を生産。

5 篠原　貫蔵 〃	伊参村大字蟻川村116 45円 無限 秋蚕供用生種
二化性「千代
鶴」生産

生秋蚕種「千代鶴」
を生産。

6 小島　七平 〃	原町大字原町34番地 45円 無限
7 片貝　岸郎 〃	岩島村大字岩下村99

※「片貝新十郎」と同一人物か

45円 無限 「又昔」(二化性)、「更
紗」(二化性)」を生
産し、全て東谷風穴
に貯蔵。生秋蚕種「白
ガスリ」・「白龍」を
生産

「白姫」(一化性)、「國
一」・「更紗」(二化性)」
を生産し、全て東谷
風穴に貯蔵。生秋蚕
種「白カスリ」・「白
龍」を生産

生 秋 蚕 種「 白 カ ス
リ」・「白龍」を生産。

「白かすり」・「白龍」・
「千代鶴」等(二化性・
生)を生産。

8 堀口　藤造 群馬郡渋川町2247番地

※堀口ソウは堀口藤造の妻(大
久保茂太郎編	1909)

45円 無限 「 亦 昔 」(一 化 性)、
「種ヶ島更紗」(二化
性)」 生 産 し、 全 て
東谷風穴に貯蔵　生
秋蚕種「小石丸」・「白
龍」を生産。

生秋蚕種「小石丸」・
「白龍」を生産。

生秋蚕種「小石丸」・
「大和錦」・「白龍」
を生産。

「白龍」・「大和錦」・
「故石丸」(二化性・生)
を生産。

9 茂木清一郎 群馬郡金島村大字南牧村2 45円 無限 「大草」・、「更紗」・
「白カスリ」・「銀白」
(二化性)」を生産し、
全て東谷風穴に貯
蔵。生秋蚕種「白飛
白」・「小石丸」・「白
龍」を生産。

「白姫」(一化性)、「大
巣」・「銀白」・「更紗」・

「白カスリ」(二化性)」
を生産し、全て東谷
風穴に貯蔵

(小嶋七平)「白カス
リ」・「白鶴」を生産
し、東谷風穴・小諸
風穴・碓氷氷穴に貯
蔵

「白龍」・「白鶴」・「白
か す り 」(二 化 性・
風 穴)、 を 生 産 し、
全て東谷風穴に貯
蔵。

10 狩野　逸平 勢多郡敷島村
大字津久田村182

45円 無限 秋蚕供用生種
二化性「千代
鶴」生産、貯
蔵所「赤城」

「國一」・「更紗」(二
化 性)」 を 生 産 し、
全て東谷風

「白玉」(一化性)を生
産し、全て東谷風穴
に貯蔵	

「白玉」(一化性)を生
産したが、貯蔵場所
に記載なし。

「千代鶴」(二化性・生)
を生産。

11 	関	　専衛 吾妻郡名久田村大字平林8 30円 無限 「青塾」(一化性)」、「國
一」(二化性)」を生
産し、全て東谷風穴
に貯蔵

(堀口ソウ)「國一」・
「白カスリ」(二化性)」
を生産し、全て東谷
風穴に貯蔵。

(堀口ソウ)「國一」(二
化・一化)、「白龍」・

「白かすり」(二化性)」
を生産し、全て東谷
風穴に貯蔵。

12 柴崎大太郎 群馬郡駒寄村大字漆原村176 30円 無限 	
13 木暮　雄平 吾妻郡中之条町大字伊勢町142 20円 有限 	
14 小淵小十郎 〃	名久田村大字平林21 20円 有限 					
15 福島　	英 〃	名久田村大字平林11 20円 有限
16 剣持　熊吉 〃	名久田村大字平林48 20円 有限 　	
17 伊能幸十郎 〃	名久田村大字平林55 20円 有限
18 剣持　泰平 〃	名久田村大字平林52 30円 有限 	
19 剣持　之達 〃	名久田村大字平林1500 20円 有限 	 					 	
20 剣持　和作 〃	名久田村大字横尾村2784 20円 有限
21 吉田　杏平 〃	名久田村大字大塚村21 20円 有限 	
22 吉田　團吉 〃	名久田村大字大塚村106 20円 有限
23 茂木　柊平 〃	名久田村大字赤坂村21 20円 有限 					
24 綿貫形次郎 〃名久田村大字赤坂村甲2120 20円 有限 					
25 小池辨次郎 〃	名久田村大字栃窪8 20円 有限 	 					
26 町田　武平 〃中之条町大字中之条町471 20円 有限

	 （群馬県農会	1907・1909 ～ 1912、大久保茂太郎編	1910）
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表２　『群馬県秋蚕種生産額調査』において東谷風穴に秋蚕を貯蔵した蚕種製造者の推移

№ 氏　名 住所

明治40年７月枚 明治42年７月 明治43年７月 明治44年７月 明治45年６月

化
性 名称 原 普

貯蔵 化
性 名称

原種 製糸 貯蔵 化
性 名称

原種 製糸 貯蔵 化
性 名称

原種 製糸 貯蔵 化
性 化期 名称

原種 製糸 貯蔵

場所 蛾数 枚数 場所 蛾数 枚数 場所 蛾数 枚数 場所 蛾数 枚数 場所

1 狩野　逸平 勢多郡
敷島村
津久

一 千代鶴 40 132 赤城
生種

一 五大州あ 193 − 東谷 一 五大洲 346 2 非記 一 五大州 81 東谷

二 國一 845 24 東谷 二 國一 5,772 11 載 二 國一 541 東谷

二 更紗 − 10 東谷 二 國一 3,011 8

二 國の錦 − 9 東谷 二 日本錦 5 −

二 國一 845 24 非記

二 更紗 − 70 載重複?

二 國ノ錦 − 9

2 高橋　定松 勢多郡
敷島村

二 金鵄龍 9,609 70 赤城 二 日本錦 1,111 90 赤城 二 日本錦 440 89 赤城 二 風穴一 金鵄龍 11,872 84 小諸

東谷

二 日本錦 1,548 15 赤城 二 金鵄龍 5,699 111 赤城 二 金鵄龍 3,171 102 赤城

東谷

3 柴崎　種吉 群馬郡
国府村

一 白玉 120 榛名 一 白姫 − 4 東谷

4 長鹽常之丈
　

（亟）

群馬郡
駒寄村

一 又昔 720 4 東谷 二 大白龍 171 8 東谷 二 白龍 1,255 5 東谷 二 風穴一 大白龍 1,217 − 東谷

5 柴崎卯之吉 群馬郡
駒寄村

二 100 榛名 一 五大洲 289 25 東谷 一 青熟 1,181 2 東谷 一 青熟 681 東谷

二 青熟 910 46 東谷

6 栗田　常造 群馬郡
駒寄村

二 更紗 332 15 東谷 一 五大洲 9 − 東谷

7 栗田三重郎 群馬郡
駒寄村

一 後藤 128 5 東谷

8 木暮和太造 群馬郡
豊秋村

二 110 榛名 一 白姫 777 − 東谷 生 大和錦 336 14.4 生 大和錦 168 6

生 大和錦 140 5.5

9 堀口　ソウ
堀口ソウと
堀口藤造は
夫婦

群馬郡
渋川町　
（村）

二 140 榛名 一 五大洲 144 77 東谷 二 國一 3,52 6 東谷 二 風穴 國一 1,586 − 東谷

一 − 10 30 − 一 白姫 − 3 東谷 二 白カスリ 13,311 33 東谷 二一

二 國一 122 9 東谷 二 風穴一 白龍 256 − 東谷

二 風穴一 白かすり 1,189 − 東谷

10 堀口　藤造 群馬郡
渋川町

一 青熟 1,591 5 東谷

二 國一 1,979 55 東谷

11 飯塚　喜三 群馬郡
金島村

一 角又 52 3 東谷

一 青熟 19 1 東谷

12 茂木谷五郎 群馬郡
金島村

二 300 榛名 一 又昔 92 12 東谷 一 又昔 4 − 東谷 二 白龍 225 12 東谷

一 30 50 一 五大洲 406 17 東谷 一 青熟 90 − 東谷 二 大白龍 27 10 東谷

一 青熟 104 10 東谷 一 五大洲 326 − 東谷

一 明白 117 12 東谷

二 國一 99 14 東谷

二 白龍 26 7 東谷

13 飯塚　一平
（島）

群馬郡
金島村

二 150 榛名 二 千代鶴 2,601 105 東谷 二 千代鶴 2,833 107 東谷 二 千代鶴 3,234 186 東谷 二 風穴一 千代鶴 6,514 171 東谷

一 風穴一 又昔 496 − 東谷

14 石坂彌四郎 群馬郡
白郷井村

二 風穴一 國一 2,690 − 東谷

15 剣持　源吉
（剱）

吾妻郡
中之条町

一 − 7 200 − 一 明白 143 − 東谷 一 五大洲 1,120 14 東谷 一 五大洲 1,169 12 東谷 一 風穴 五大洲 544 7 東谷

生種

二 國一 18 − 一 五大洲 650 29 東谷 一 白姫 196 − 東谷 生 白龍 160 4 二 生種 國一 2,800 100 −

白龍 − 生 白龍 448 1.6 二 大巣 461 1 東谷 生 世界一 56 2.5 二 生種 世界一 560 30 −

大和錦 生種

16 奥木仙五郎 吾妻郡
東村

一 五大洲 694 29 東谷 一 角又 280 − 東谷 一 五大洲 468 東谷 一 風穴 五大洲 640 − 東谷

一 白姫 782 東谷 一 白姫 − 3 東谷 二 白カスリ 1,777 東谷 二 風穴 更紗 96 − 東谷

二 國一 558 14 東谷 一 五大洲 441 36 東谷 二 更紗 418 東谷 二 生種 國一 5,600 4 −

二 更紗 126 21 東谷 二 更紗 − 13 東谷 生 国一 56 1.5 二 生種 日本錦 5,600 4 −

二 國一 227 12 東谷 生 日本錦 56 1.5

17 篠原　貫作 吾妻郡
伊参村

二 國一 12 − −

白龍

大和錦 生種

18 篠原　貫蔵

篠原貫作と
篠原貫蔵は
同一人物か

吾妻郡
伊参村

一 − 12 200 − 一 亦昔 67 − 東谷 196 7.7 生
種

小石丸 131 4 二 生種 白龍 280 35 −

生種 生
種

小石丸

二 種ヶ島 199 14 東谷 112 2.4 生 大和錦 56 2 二 生種 大和錦 280 35 −

生 小石丸 56 2 28 1 生 白龍 56 2.4 二 生種 小石丸 280 35 −

生 白龍 55 2.2 生 白龍 78 3

19 蟻川伊次郎 吾妻郡
伊参村

一 − 10 280 −

生種

20 蟻川伴次郎
蟻川伊次郎
と蟻川伴次
郎は同一人
物か

吾妻郡
伊参村

二 又昔 1,260 4 東谷 一 白姫 23 − 東谷 二 白カスリ 394 東谷 二 生種 白かすり 980 60 −

二 更紗 280 13 東谷 二 國一 104 − 東谷 生 白カスリ 140 4.5 二 生種 白龍 420 45 −

生 白カスリ 56 2 二 更紗 138 − 東谷 生 白龍 112 4 二 生種 千代鶴 280 30 −

生 白龍 84 3 生 白ガスリ 112 4.4 二 生種 白龍 560 − −

生 白龍 73 2.6

21 小池　彦平 吾妻郡
伊参村

一 − 90 505 − 生
種

綾錦 28 1 一 白姫 30 − 東谷

生種

二 國一 71 10 生
種

千代鶴 28 4 生 千代鶴 1,239 30.4

白龍 84 生 國富 84 2.7

大和錦

22 小島　七平
（嶋）　（郎）

吾妻郡
原町

二 大草 524 33 東谷 一 白姫 124 − 東谷 二 白カスリ 1,552 126 東谷 二 風穴 白龍 1,719 11 東谷

小諸 小諸

二 更紗 740 42 東谷 二 大巣 451 73 東谷 二 風穴 白鶴 − 23 東谷

小諸
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分散して貯蔵している。また、県外の風穴から「安

中冷蔵庫」に貯蔵変えした後、再び県外の風穴に貯

蔵した例（№14・66）、「赤城」から貯蔵変えした例

（№３）、利根風穴から「碓氷冷蔵庫」・「赤城山地蔵

嶽」、「利根風穴」・東谷風穴、そして東谷風穴へと

分散そして貯蔵変えを繰り返す例（№40）が認めら

れる。

　碓氷蚕種冷蔵庫は所在した碓氷郡安中町を中心と

した碓氷川流域の蚕種製造者に利用され（図４）、

利用者は利根郡（№40）や佐波郡（№65）、吾妻郡（№

67）、新田郡（№67）に拡大した。また、明治43年

から45年にかけ、佐波郡上陽村の蚕種製造者№42

～ 64は、蔦木風穴から「安中冷蔵庫」に荒船風穴

との分散を含め、貯蔵変えしている。地域で意思統

一した結果がうかがえる。

　こうした状況は、安中冷蔵庫が所在地を中心とし

た地域の蚕種製造者に利用されながら、他の地域の

蚕種製造者からは県内外の蚕種冷蔵施設と同等の位

置付けで評価され対応されていたことを示すと考え

られよう。

（２）大正時代前半期の状況

　大正時代前半期の状況を『群馬県統計書　勧業之

部』（群馬県内務部　1914 ～ 1919）の「蚕種冷蔵」と、

『蚕種冷蔵取締成績』（農商務　省農務局　1914 ～

1919）における「蚕種冷蔵業取締成績」の基本的に

同一のデータに基づいて検討する。

　それに先立ち、全国的な状況を『蚕種冷蔵業取締

成績』における「蚕種冷蔵箇所」と「冷蔵蚕種枚数」

を見ておくと表５のとおりである。

　さて、『蚕種冷蔵業取締成績』（農商務省農務局　

1914）に記載されいる「凡例」には次のように記載

されている。

・「大正元年度蚕業取締成績

　　凡例

　一、本書ハ蚕糸業法施行規則第百七条ニ依リ道府

県ヨリ報告セル大正元年度蚕病予防事務成績竝蚕種

冷蔵業取締成績ニ就キ類集編纂ス」

　　　　　　　（中	略）

　一、第六ノ原蚕種ハ地方種繭審査会ノ審査ニ合格

シタル繭ヨリ製造シタル蚕種ヲ謂ヒ其ノ他各所各所

ニ用ヒタル「原蚕種」ノ文字ハ蚕種製造者カ蚕種製

造ノ原蚕種トシテ使用シタル蚕種（原蚕種印アル蚕

種又ハ特別蚕種）ヲ意味ス

　　　　　　　（後　略）　」

二 白カスリ 526 59 東谷 二 銀白 1,010 32 東谷 二 白鶴 1,101 25 東谷 二 風穴 白かすり 5,811 69 東谷
碓氷 小諸

二 銀白 389 19 東谷 二 更紗 1,071 38 東谷 氷穴 二 生種 國一 5,600 50 −
生
種

白龍 56 2.2 二 白カスリ 1,444 89 東谷 生 白カスリ 84 2.7 二 生種 日本錦 840 30 −
生 白飛白 56 2 生

種
大和錦 56 2

生 小石丸 56 2.5 74 2.7
生 白龍 56 2.5

23 片貝新十郎 吾妻郡
岩島村

二 國一 114 67 東谷 二 生種 千代鶴 280 25 −
二 更紗 6 13 東谷

24 片貝　岸郎 吾妻郡
岩島村

一 白玉 2,902 6 東谷 一 白玉 1,153 5 非記
載

25 佐々木左源
太

吾妻郡
嬬恋村

一 國一 32 1,027 − 一 白姫 405 170 嬬恋 一 白姫 1,465 − 自家 生
種

國一 784 26.5 二 生種 國一 2,240 350 −
白龍 生種 東谷 貯蔵

大和錦 生 國一 419 14.8 生 白龍 84 2
生 國一 560 18.5

二 國一 163 110 − 生 日本錦 280 9.3
白龍 生種 生 大和錦 56 1.8

大和錦
26 勝又新兵衛 利根郡

川田村
（桃野村）

二 多摩錦 2,800 100 利根 二 信川内 1,145 61 碓氷 一 寶來 259 20 東谷 二 風穴 信川内 1,492 50 東谷
冷蔵

二 國の錦 398 27 赤城 一 中巣 508 20 利根 二 風穴 白龍 758 10 東谷
地蔵

二 信川内 1,831 111 利根
生 國一 28 0.7
生 日本錦 56 1,7
生 信川内 56 1.5

27 茂木　フヤ
（つや）

新田郡
尾島町

二 白鶴 5,249 東谷 二 風穴 國一 2,249 − 安中
冷蔵

二 風穴 白龍 2,515 − −
28 今井丑太郎 碓氷郡

岩野谷村
大又 100 209 荒船 二 白鶴 1,341 82 碓氷 二 白鶴 2,260 82 碓氷 二 白鶴 5,947 134 碓氷 二 風穴 白龍 6,767 117 東谷

氷室 冷蔵 氷庫

	 （群馬県農会　1907・1909 ～ 1912）
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・「第二編　蚕業冷蔵業取締成績

第一　蚕種冷蔵業取締成績梗概

　蚕糸業法第二十一条ニ依リ蚕種冷蔵業者ハ免許ヲ

受クヘキモノナレトモ同五十二条ニ依リ一年間免許

ヲ　受ケスシテ業務ヲ行フコトヲ得ルヲ以テ本年ハ

全国ニ於ケル総数ヲ知リ難シ（後略）」（農商務省農

務局　1914）

　これに依れば、この間における冷蔵庫（アンモニ

ア式）は東京・大阪・名古屋・仙台の大都市圏に限

られる。

　『蚕業取締成績』（農商務省農務局　1914 ～ 1919）

における「蚕種冷蔵業取締成績」によれば（表６）、

　必ずしも報告を義務づけられていない大正元年度

を除くと、県内における蚕種冷蔵施設の箇所数は、

風穴・氷室とも少しの増加傾向を示すが、冷蔵枚数

０ 10km

① 東谷風穴出資者

②－1（明治 42 年）

東谷風穴
東谷風穴への出資者
蚕種預け入れ者の所在地

②－2（明治 43 年）

②－3（明治 44 年）

②－4（明治 45 年）

図２　東谷風穴における出資者（①）と蚕種預け入れ者の所在地の推移（②）
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表３　『群馬県秋蚕種生産額調査』において赤城風穴・赤城山地蔵谷・赤城・赤城山地蔵嶽・赤城山氷穴に秋蚕を貯蔵した蚕種製造者の推移	

№ 氏　名 住　所

明治40年７月　	枚 明治42年７月 明治43年７月 明治44年７月 明治45年６月

化
性 名称 原 普

貯蔵 化
性 名称

原種 製糸 貯蔵 化
性 名称

原種 製糸 貯蔵場
所

化
性 名称

原種 製糸 貯蔵 化
性 化期 名称

原種 製糸 貯蔵

場所 蛾数 枚数 場所 蛾数 枚数 蛾数 枚数 場所 蛾数 枚数 場所

1 高橋桂三郎 勢多郡南橘村
田口

一 亦昔＠ − 161 赤城 一 一化 五大州 6,412 329 赤城

又昔

2 竹内　嘉平 勢多郡南橘村
田口

一 亦昔 20 59 赤城 二 青熟 9,558 石墨 二 一化 青熟 21,504 − 石墨

3 盬原　總平 勢多郡南橘村
田口

一 亦昔 59 赤城 一 亦昔 − 100 赤城 一 亦昔 590 83 赤城 一 1,783 58 赤城

一 白玉 1,078 41 赤城

4 盬原和三郎 勢多郡南橘村
田口

一 亦昔 10 62 赤城 一 亦昔 1,205 45 非記載

5 柴田　藤造 勢多郡南橘村
田口

一 亦昔 5 32 赤城 二 日本錦 411 57 非記載

6 盬原　佐平 勢多郡南橘村
田口

一 亦昔 721 354 赤城 一 亦昔 7,087 132 赤城	 一 亦昔 7,183 203 荒船 一 亦昔 10,779 244 荒舟

榛名 荒舟 赤城

荒船

7 足立近次郎 勢多郡南橘村
関根

一 亦昔 53 139 赤城 一 亦昔 2,408 145 赤城地 一 亦昔 807 37 赤城 二 大白龍 5,315 151 非記載 二 一化 大白龍 8,400 271 赤城

一 	− 20 50 	− 二 大白龍 1,357 59 赤城 二 大白龍 5,851 145 赤城

二生

二 長白龍 2,028 84 赤城

8 萩原　一郎 勢多郡南橘村
関根

一 亦昔 40 136 赤城

9 萩原　	要 勢多郡南橘村 一 亦昔 1,026 68 赤城地 一 亦昔 6,704 53 赤城 一 亦昔 2,553 18 赤城

二 大白龍 2,349 19 赤城

10 天海　昇平 勢多郡南橘村 一 朝鮮 1,392 52 赤城地 一 朝鮮 4,303 26 赤城 亦昔 10,920

一 白玉 2,770 51 赤城地 一 白玉 3,192 65 赤城 一 白玉 5,206 63 赤城 一 一化 白玉 87 赤城

一 亦昔 412 − 赤城 一 多摩錦 1,187 10 赤城 朝鮮

二 一化 千代鶴 4,396 54 赤城

11 萩原長四郎 勢多郡南橘村 一 角又 2,122 55 赤城地 一 亦昔 2,504 34 赤城 一 一化 白玉 3,752 71 −

一 角又 445 23 赤城 二 一化 大白龍 9,324 125 −

白龍

12 早田藤太夫 勢多郡南橘村 一 白玉 1,409 86 赤城地 一 亦昔 3,043 179 非記載 一 寶來 1,767 111 非記載 白玉

一 亦昔 807 116 赤城地 一 白玉 638 160 一 亦昔 111 非記載 一 一化 亦昔 9,968 − 赤城

寶來

13 加々美助次
郎

勢多郡南橘村 一 亦昔 1,294 − 赤城地 一 亦昔 2,547 4 赤城 一 亦昔 2,118 41 赤城 一 一化 亦昔 840 21 赤城

二 一化 白龍 3,360 21 赤城

14 須川喜一郎 勢多郡南橘村 一 亦昔 90 30 赤城 一 亦昔 1,244 87 赤城地 一 亦昔 2,256 79 赤城 一 亦昔 399 44 赤城 二 一化 長白龍 10,304 101 赤城

二 長白龍 2,766 40 赤城

15 木暮角次郎 勢多郡南橘村 一 	− 10 300 	− 二 國富 650 93 赤城 二 國富 769 94 赤城 二 國富 2.308 124 赤城 二 一化 長白龍 7,784 355 赤城

二生 國富

二 大白龍 495 22 赤城 二 新屋 1,261 46 赤城 二 長白龍 2,609 93 赤城

16 大島菊次郎 勢多郡南橘村 一 	− 10 30 	− 一 亦昔 232 − 赤城 二 大白龍 5,277 − 非記載 二 大白龍 2,131 10 非記載 二 一化 千代鶴 − 60 −

二生 二 大白龍 1,193 − 非記載

17 大島　政吉 勢多郡南橘村 一 	− 10 30 	− 一 白玉 10,507 37 赤城 一 白玉 4,906 107 非 一 一化 川錦 11,200 167 赤城

二生 記 白玉

一 川錦 12,561 26 載

二 一化 新屋 16,800 12 赤城

18 柴田　善作 勢多郡南橘村 一 白玉 1,595 21 赤城 一 一化 白玉 4,200 24 赤城

二 大白龍 7,791 17 赤城 二 一化 大白龍 13,160 69 赤城

19 鹽原　廣平 勢多郡南橘村 一 國一 1,154 72 赤城 一 一化 國一 2,800 81 赤城

20 田子芳太郎 勢多郡南橘村 一 白玉 2,243 120 赤城 一 一化 白玉 8,484 169 赤城

一 多摩錦 1,263 50 赤城 寶來

21 天野川太郎 勢多郡南橘村 一 白鶴 1,111 77 荒船 一 白鶴 2,335 41 赤城

一 五大洲 1,278 59 荒船 一 寶來 1,219 11 赤城

22 養田　鷲平 勢多郡南橘村 一 青熟 3,580 198 赤城 二 一化 種ヶ島 12,320 416 赤城

二 種ヶ島 1,164 75 赤城

23 塩原龜三郎 勢多郡南橘村 一 一化 白玉 3,864 47 赤城

24 須川　五作 勢多郡南橘村 一 一化 寶來 1,736 29 赤城

二 一化 長白龍 9,240 114 赤城

25 津久井和一 勢多郡横野村
宮田

一 亦昔 100 110 赤城 一 亦昔 2,473 24 外全部 一 亦昔 364 60 赤城 一 白龍 5,297 68 赤城 一 一化 白龍 7,840 52 小諸

560 赤城

荒船

一 白龍 1,845 15 非記載 一 白龍 1,113 60 赤城

一 白龍 2,311 14 非記載

26 須田　文吉 勢多郡横野村 一 亦昔 729 96 赤城 一 亦昔 5,068 85 非記 一 一化 亦昔 9,800 39 小諸

二 白龍 2,322 63 赤城 二 白鶴 6,598 174 載 二 一化 白龍 5,180 110 小諸

27 須田　清作 勢多郡横野村 二 千代鶴 6,924 38 赤城 二 一化 千代鶴 20,132 99 小諸

28 岩田岩次郎 勢多郡桂萱村 二 大白龍 268 49 赤城 二 大白龍 941 80 非記載 一 五大州 318 46 安中 二 一化 白龍 4,676 141 安中

二 大白龍 452 55 安中

二 青熟 842 54 安中

二 白龍 654 30 安中

29 樺澤　友松 勢多郡富士見村石井 一 亦昔 40 15 赤城 一 亦昔 1,640 140 赤城 一 亦昔 3,645 185 赤城 一 亦昔 9,765 210 赤城 一 一化 亦昔 2,940 − 赤城

一 	− 50 100 	− 一 亦昔 656 146 赤城 二 白龍 4,333 113 赤城 二 白龍 10,708 126 赤城 二 一化 白龍 13,496 99 赤城

二生

二 白龍 2,230 91 赤城

30 古屋清太郎 勢多郡富士見村 一 又昔 310 − 赤城 一 青熟 605 − 赤城 一 青熟 3,758 8 赤城 二 一化 千代鶴 50,036 247 小諸

星尾

二 白龍 4,420 700 赤城 二 白龍 5,948 48 赤城 二 白龍 6,732 16 赤城 二 一化 長白龍 8,876 41 小諸

星尾

二 千代鶴 6,466 74 赤城 二 千代鶴 23,731 127 赤城
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は２倍以上の増加を示す。氷室の冷蔵枚数は冷蔵枚

数の２～３割を安定的に占めていよう。

（３）昭和４年度の冷蔵方式別蚕種冷蔵庫と蚕種冷

蔵枚数

　昭和４年度の蚕種冷蔵状況を『群馬県蚕糸業資料』

（群馬県内務部　1929）に依れば（表７）、風穴、氷

庫、アンモニア式の冷蔵方式別に見ると、それぞれ

蚕種冷蔵数量の実績が計上されていない施設がある

が、施設数ではアンモニア式と氷庫の伸張が認めら

れる。春蚕種では氷庫が半数以上を占め、アンモニ

ア式が３割と次ぐ。夏秋蚕種ではアンモニア式が６

割近く、氷　庫が３割強と両者で９割を越える。ア

ンモニア式の群馬製氷冷蔵株式会社の夏秋蚕種の冷

蔵実績が群を抜いている。

（４）昭和10年８月における群馬県蚕種冷蔵協会員

と冷蔵様式

　昭和10年８月における群馬県内の蚕種冷蔵協会員

と冷蔵様式を『群馬県蚕糸業史　下巻』（群馬県蚕

糸業協会　1954）依れば（表８）、様式別では、風

穴	６、氷庫	23、アンモニア式	６の計35である。施

設数では氷庫が約66％と圧倒的多数である。

（５）昭和14年における蚕種冷蔵業者と冷蔵様式と

取扱数量

　昭和14年における蚕種冷蔵業者と冷蔵様式そして

取扱量を『群馬県蚕糸業史　下巻』（群馬県蚕糸業

協会　1954）に依れば（表９）、全28施設の冷蔵様

31 小見磯太郎 勢多郡富士見村 二 千代鶴 7,561 196 赤城 二 一化 千代鶴 16,380 265 赤城

32 吉田　包輔 勢多郡荒戸村 一 88 362 赤城 一 亦昔 10 9 小諸 一 亦昔 1,157 − 非 一 亦昔 470 小諸 一 一化 又昔 1,512 − 小諸

二ノ宮 一 	− 100 600 − 一 富士白 1,758 120 小諸 二 富士白 4,664 − 記 二 富者 6,243 小諸 二 一化 富士白 13,552 − 小諸

二生 載

33 狩野　逸平 勢多郡敷島村 一 千代鶴 40 132 赤城 一 五大州 193 − 東谷 一 五大洲 346 2 一 五大洲 81 東谷

津久田 二
生？

二 國一 845 2 東谷 二 國一 5,772 11 二 國一 541 東谷

二 更紗 − 10 東谷 二 國一 3,011 8

二 國の錦 − 9 東谷 二 日本錦 5 −

二 國一 845 24 非記載		

二 更紗 − 10 重複?

二 國ノ錦 − 9

34 都丸福次郎 勢多郡敷島村猫 一 千代鶴 92 290 赤城 二 千代鶴 6,911 845 赤城 二 千代鶴 5,997 837 赤城 二 千代鶴 2,831 624 赤城 二 一化 千代鶴 30,632 419 小諸

二
生？

35 高橋　定松 勢多郡敷島村 二 金鵄龍 9,609 70 赤城	 二 金鵄龍 5,699 111 赤城 二 金鵄龍 3,171 102 赤城 二 一化 金鵄龍 11,872 84 小諸

東谷

二 日本錦 1,548 15 赤城		 二 日本錦 1,111 90 赤城 二 日本錦 440 89 赤城

東谷

36 都丸梅一郎 勢多郡敷島村 二 金鵄龍 8,170 24 赤城 二 一化 金鵄龍 12,040 88 小諸

37 青木　賢孝 勢多郡芳賀村 一 青熟 2,439 30 赤城 二 一化 千代鶴
白龍

11,760 105 赤城

二 白龍 4,475 37 赤城

38 勝又新兵衛 利根郡桃野村 二 國の錦 398 27 赤城地

利根郡川田村 二 多摩錦 2,800 100 根風 二 信川内 1,145 61 碓氷 一 寶來 259 20 東谷 二 風穴 信川内 1,492 50 東谷

一 中巣 508 20 利根 二 風穴 白龍 758 10 東谷

二 信川内 1,831 111 利根 二 生種 國一 560 80 	−

國一 生種 二 生種 白鶴 560 80 	−

日本錦 生種 二 生種 信川内 28 30 	−

信川内 生種

39 五十嵐勝三
郎

佐波郡剛志村 一 寶來 5,313 66 赤城

40 鈴木春三郎 佐波郡上陽村 一 寶來 2,769 35 　〃 一 風穴 大又 4,508 164 小諸

寶來

一 寶來 18 　〃

41 鈴木谷五郎 佐波郡上陽村 一 寶來 2,710 129 　〃 一 風穴 寶來 6,188 306 小諸

二 白龍 1,108 13 　〃 二 風穴 白龍 4,088 148 小諸

42 柳澤重三郎 佐波郡上陽村 一 寶來 439 40 　〃 一 風穴 寶來 3,360 146 小諸

一 寶來 1,972 1 　〃

一 寶來 766 60 　〃

43 岩井信太郎 北甘楽郡馬山村 一 更紗 100 331 星尾 一 飛白 364 74 赤城 二 更紗 576 43 星尾 二 白龍 1,843 111 赤城 二 一化 白龍 6,328 121 赤城

二
生？

二 白龍 450 54 赤城 二 白龍 805 106 星尾 二 更紗 1,129 37 赤城 二 一化 更紗 1,400 5 赤城

二 更紗 110 7 赤城 一 飛白 127 42 星尾 二 更紗 36 赤城

二 白龍 172 20 赤城

二 白龍 76 赤城

44 小野里小三
郎

山田郡福岡村 一 寶來 6,094 254 榛名 一 寶來 6,967 347 榛名山 一 風穴 寶來 4,736 22 赤城

二 風穴 白龍 10,808 29 赤城

45 小池仙太郎 山田郡福岡村 一 寶來 2,687 24 榛名 一 寶來 5,824 150 榛名山 一 風穴 寶來 6,272 120 赤城

二 白龍 830 26 榛名山 二 風穴 白龍 1,120 25 赤城

二 風穴 國富 1,456 16 赤城

	 （群馬県農会　1907・1909 ～ 1912）
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飯　島　義　雄

式別施設数は、風穴　５、氷庫　18、アンモニア式

　４の合計	27であり、氷庫が約67％と圧倒的であ

る。

　冷蔵様式別の取扱数量は表10のとおりである。

　これによれば、氷庫は風穴を凌ぎ、アンモニア式

とほぼ比肩し大きな割合を示している。

　なお、欄外には荒船風穴は「蚕種ノ取扱ヲナサズ」

と記載されていて注目される。

２�．群馬県における蚕種冷蔵施設の種類とそ
の分布

　昭和10年８月現在の「群馬県蚕種冷蔵協会員」は

前述の表８のとおりであり、その分布は図５のとお

りである。それぞれの施設の冷蔵様式が「風穴」・「氷

庫」・「アンモニア式」の３種に区分されており、「風

０ 10km

③ 明治 43 年

赤城氷蔵
蚕種預け入れ者の所在地

① 明治 40 年 ④ 明治 44 年

② 明治 42 年
④ 明治 45 年

図３　赤城氷蔵における蚕種預け入れ者所在地の推移
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表４	『群馬県秋蚕種種生産額調査』において碓氷氷室・碓氷冷蔵庫・碓氷々庫・碓氷氷穴・安中町冷蔵庫・安中・安中冷蔵庫に秋蚕を貯蔵した蚕種製造者の推移

№ 氏　名 住　所
明治40年７月 明治42年７月 明治43年７月 明治44年７月 明治45年６月

化
性 名称 原

枚
普
枚

貯蔵
場所

化
性 名称 原種

蛾数
製糸
枚数

貯蔵
場所

化
性 名称 原種

蛾数
製糸
枚数

貯蔵
場所

化
性 名称 原種

蛾数
製糸
枚数

貯蔵
場所

化
性 化期 名称 原種

蛾数
製糸
枚数

貯蔵
場所

1 樋口　春吉 勢多郡下川淵村 一 一化 寳來 3,416 37 荒船
安中

2 井野		倭平 勢多郡下川淵村 一 寶來 2,580 92 蔦木 一 寶來 3,509 164 蔦木 一 寶來 5,288 318 蔦木 一 一化 寳來 6,440 267 安中
3 岩田岩次郎 勢多郡桂萱村 一 大白龍 268 49 赤城 一 大白龍 941 80 一 五大州 318 46 安中 二 一化 白龍 4,676 141 安中

二 大白龍 452 55 安中
二 青熟 842 54 安中
二 白龍 654 30 安中

4 田中京四郎 碓氷郡安中町 大又 42 430 荒船 一 白鶴 183 207 碓氷 一 白鶴 3,307 2 碓氷 一 白鶴 3,090 97 碓氷 一 風穴 青熟 		− 358 安中
二 大又 2,659 5 碓氷 二 大又 			− 14 碓氷 一 清白 4 碓氷 一 風穴 千代鶴 221 31 安中
生 千代鶴 224 8 ※1 二 千代鶴 1,618 24 碓氷 二 千代鶴 3,782 1 碓氷
生 大又 224 8

5 田中彦太郎
明 治40年 同
姓同名か？

碓氷郡安中町
明治45年は原市町

青熟 71 152 荒船 一 五大洲 1,447 24 碓氷 一 五大洲 701 35 碓氷 一 五大州 1,915 51 碓氷 一 風穴 白鶴 1,205 40 安中
一 風穴 五大洲 1,318 78 安中
一 風穴 改良玉

無
1,233 58 安中

6 島田金一郎 碓氷郡安中町 一 五大洲 6,088 125 碓氷 一 五大洲 18,232 152 碓氷 一 五大州 2,178 63 碓氷
一 荒國一 564 16 碓氷 二 青熟 1,136 7 碓氷 一 五大州 1,363 50 碓氷

二 信川内 743 3 碓氷 一 五大力 2,762 68 碓氷
一 國富 661 24 碓氷
一 五大州 2,888 57 碓氷
二 千代鶴 4,354 44 碓氷

7 田中宇三郎 碓氷郡安中町 白鶴 41 194 荒船 一 金花山 		− 60 碓氷 一 五大洲 4,685 		− 碓氷 二 大又 8,209 7 碓氷 二 風穴 大又 10,502 		− 安中
二 大又 1,225 75 碓氷 二 大又 9,971 		− 碓氷 二 五大州 5,749 碓氷 二 風穴 五大洲 5,832 10 安中
二 國一 2,241 9 碓氷 二 國一 1,612 		− 碓氷 二 五大州 5,805 碓氷

二 大又 3,415 碓氷
二 五大州 7,566 碓氷

8 淡路　森平 碓氷郡安中町 白鶴 56 301 長野 二 千代鶴 1,327 14 碓氷 一 白鶴 1,895 41 碓氷
二 大和錦 1,354 9 碓氷 二 大和錦 742 13 碓氷

9 岡田己三郎 碓氷郡安中町 一 白鶴 3,041 73 碓氷
二 大又 1,942 10 碓氷

10 田中彦太郎
５と同一か?

碓氷郡原市町 大又 32 82 荒船

11 清水治郎造
（次）
明 治42年 は
27,180

碓氷郡板鼻町 大又 505 1,530 長野 二 青熟 1,977 424 碓氷 二 青熟 816 39 碓氷 一 大又 10,233 115 碓氷 一 風穴 大又 23,709 248 安中
二 信川内 16,232 368 碓氷 二 信川内 11,386 343 碓氷 一 中巣 60,12 270 碓氷 一 風穴 中巣 73,693 553 安中
二 大又 722 287 碓氷 一 大又 27,180 21 碓氷

一 大又 4,383 149 碓氷
一 大又 241 碓氷

12 須田　菊造 碓氷郡板鼻町 大又 100 390 長野 二 大又 659 30 碓氷 二 大又 2,187 3 碓氷 二 更紗 623 15 碓氷
二 青熟 455 22 碓氷 二 青熟 4,007 9 碓氷 二 青熟 1,582 6 碓氷
二 白鶴 359 22 碓氷 二 白鶴 1,945 		− 碓氷 二 大又 5,765 11 碓氷

13 富澤　湧造 碓氷郡板鼻町 國一 30 97 荒船 二 大又 964 49 碓氷 二 國一 2,741 10 碓氷
二 白龍 787 41 碓氷
二 國一 1,894 55 碓氷

14 中島　善吉 碓氷郡板鼻町 白鶴 100 142 長野 二 大又 2,933 72 碓氷 二 大又 11,978 32 小諸 二 大又 15,379 5 小諸 二 風穴 中巣 2,429 		− 小諸
二 信川内 522 		− 小諸 二 大又 222 92 小諸 二 風穴 大 11,509 126 小諸

15 高橋利惣治
明 治40・45
年は高橋利
惣次

碓氷郡板鼻町 大又 66 240 長野 二 大又 1,604 161 碓氷 二 大又 2,780 119 碓氷 二 白鶴 1,650 77 碓氷 二 風穴 白鶴 1,375 78 安中
二 青熟 363 37 碓氷 二 青熟 1,177 8 碓氷 二 更紗 1,765 161 碓氷 二 風穴 更紗 647 60 安中
二 更紗 1,290 69 碓氷 二 更紗 791 101 碓氷 二 大又 1,642 112 碓氷 二 風穴 大又 1,623 136 安中

二 白鶴 719 37 碓氷
16 矢島忠治郎 碓氷郡岩野谷村 更紗 37 128 荒船 一 大又 2,245 173 碓氷 二 大又 4,538 117 碓氷 一 大又 3,233 114 碓氷 一 風穴 大又 2,276 30 安中

一 更紗 		− 9 碓氷 二 國一 490 3 碓氷 一 大又 6,153 86 碓氷 二 風穴 白龍 1,087 38 安中
一 五大洲 128 		− 碓氷 一 又昔 3 		− 碓氷 二 白龍 4,890 41 碓氷

17 前川　浅吉 碓氷郡岩野谷村 白鶴 128 213 荒船 一 五大洲 1,825 43 碓氷 一 五大洲 3,100 		− 碓氷
一 白鶴 2,096 43 碓氷 一 白鶴 3,731 		− 碓氷

一 大圓頭 207 		− 碓氷
18 今井丑太郎 碓氷郡岩野谷村 大又 100 209 荒船 二 白鶴 1,341 82 碓氷 二 白鶴 2,260 82 碓氷 二 白鶴 5,947 134 碓氷 二 風穴 白龍 6,767 117 東谷
19 中島龜太郎 碓氷郡岩野谷村 二 種ヶ島 3,171 7 碓氷 一 更紗 7,114 28 碓氷 一 風穴 更紗 1,441 37 安中

二 種ヶ島 1,028 3 碓氷 二 風穴 青熟 950 		− 安中
20 柳澤芳太郎 碓氷郡磯部村 青熟 90 100 荒船 一 青熟 1,609 57 碓氷 二 國一 5,543 33 碓氷

中巣
二 國一 7,070 25 碓氷

21 柳澤直次郎 碓氷郡磯部村 二 日本錦 5,974 碓氷
22 佐藤　久吉 碓氷郡東横野村 二 白龍 1,395 20 碓氷

二 更紗 8,717 77 碓氷
23 堀込	鋼作

				（網）
碓氷郡西横野村 絲錦 50 166 荒船 二 中巣 3,457 178 碓氷 二 中巣 11,719 252 碓氷 二 中巣 12,876 458 碓氷

二 絲錦 251 9 碓氷 二 甲斐錦 5,316 13 碓氷 	 		
24 小此木松五

郎
碓氷郡西横野村 二 大又 5,261 14 碓氷 一 五大州 2,976 19 碓氷

二 信川内 4,123 21 碓氷 一 白鶴 7,272 38 碓氷
二 白龍 3,030 2 碓氷 二 中巣 3,156 11 碓氷

二 白 4,337 14 碓氷
二 信川内 5,726 15 碓氷

25 新井高四朗 碓氷郡西横野村 更紗 205 112 荒船 二 大又 2,481 299 荒船 一 五大洲 861 59 荒船 一 青熟 2,470 39 碓氷
二 更紗 869 52 荒船 二 大又 5,724 501 荒船 中巣

二 更紗 1,344 62 荒船 一 五大州 3,647 134 碓氷
二 大又 3,637 232 碓氷
二 更紗 2,197 87 碓氷
二 大又 4,007 252 碓氷

26 桑原彌五三
郎

碓氷郡西横野村 大又 20 106 荒船 二 大又 1,174 164 荒船 二 大又 4,367 144 荒船 一 五大州 351 22 碓氷
二 國一 165 2 荒船 二 大又 881 161 碓氷
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27 黛　龜五郎 碓氷郡坂本町 青熟 64 145 荒船 一 青熟 83 70 碓氷 一 青熟 20 		− 碓氷
中巣 中巣

一 五大洲 1,719 33 碓氷
28 中澤　重造 碓氷郡九十九村 大又 16 44 荒船 二 大又 804 41 碓氷
29 萩原安次郎 碓氷郡細野村 二 大又 740 		− 碓氷
30 萩原安五郎 碓氷郡細野村 二 大又 1,746 88 碓氷

二 大又 1,854 15 碓氷
31 塚越國太郎 碓氷郡鳥淵村 二 中巣 82 		− 碓氷
32 浦野才二郎 碓氷郡豊岡村 一 更紗 410 9 碓氷 二 大又 7,624 114 碓氷 一 更紗 730 24 碓氷 一 風穴 白玉 2,504 19 安中

二 大又 4,395 68 碓氷 二 更紗 833 9 碓氷 二 大又 6,902 116 碓氷 一 風穴 寳來 3,112 23 安中
一 風穴 櫻姫 274 6 安中
二 風穴 大又 1,055 26 安中

33 黒岡　忠平 碓氷郡里見村 一 青熟 681 67 碓氷
中巣

二 大和錦 1,486 95 碓氷
34 柄澤　晸吾 碓氷郡八幡村 一 五大洲 4,632 34 碓氷 一 五大洲 10,429 72 碓氷 一 五大州 8,088 75 碓氷 一 風穴 櫻姫 193 		− 安中

一 更紗 2,577 17 碓氷 一 更紗 380 6 碓氷 二 大又 1,325 41 碓氷 一 風穴 五大洲 7,637 238 安中
二 大又 2,660 42 碓氷 二 大又 8,185 132 碓氷 二 大又 7,261 71 碓氷 二 風穴 中巣 3,619 46 安中

二 風穴 大又 2,711 52 安中
35 渡邊　信治

　　　（次）
碓氷郡八幡村 一 五大洲 2,350 85 碓氷 一 五大州 5,123 82 碓氷 一 風穴 五大洲 471 249 安中

二 大又 3,914 48 碓氷 二 大又 5,731 61 碓氷 二 風穴 大又 		− 406 安中
二 大又 9,542 173 碓氷 二 風穴 中巣 1,551 53 安中

36 小澤　熊十
　　　（能）

碓氷郡八幡村 大白龍 25 140 長野 二 大白龍 741 75 碓氷 二 大白龍 7,313 7 碓氷 二 白龍 2,916 65 碓氷 二 風穴 大白龍 7,605 75 安中
二 種ヶ島 531 88 碓氷 二 白龍 9,663 42 碓氷 二 大白龍 7,869 36 碓氷 二 風穴 白龍 5,001 24 安中

二 風穴 更紗 3,497 20 安中
37 渡邊		茂一 碓氷郡八幡村 二 風穴 大又 2,399 100 安中
38 田島松太郎 碓氷郡八幡村 二 信川内 2,475 49 碓氷

二 大和錦 506 		− 碓氷
39 小嶋　七平 吾妻郡原町 二 白カス

リ
1,552 126 東谷

小諸
二 白鶴 1,101 25 東谷

碓氷
40 勝又新兵衛 利根郡桃野村

		（川田村）
二 多摩錦 2,800 100 利根 二 信川内 1,145 61 碓氷 二 信川内 1,831 111 利根 二 風穴 信川内 1,492 50 東谷

二 國の錦 398 27 赤城地
蔵

一 中巣 508 20 利根 二 風穴 白龍 758 10 東谷

一 寶來 259 20 東谷 二 	生 國一 560 80 		−
二 	生 白鶴 560 80 		−
二 	生 新川内 		 30 		−

41 萩原　武八 佐波郡上陽村 一 寶來 12,036 314 一 寶來 10,267 465 蔦木 一 寶來 6,956 547 蔦木 一 風穴 寶來 28,014,840 478 荒船　
安中

一 寶來 1,138 55 蔦木
42 黒崎　嘉平 佐波郡上陽村 一 寶來 1,204 55 蔦木 一 寶來 3,542 113 蔦木 一 風穴 寶來 4,592 205 荒船　

安中
43 萩原　實多 佐波郡上陽村 一 寶來 1,227 83 蔦木 一 寶來 1,111 84 蔦木 一 風穴 寶來 1,400 91 荒船　

安中
44 萩原		重郎 佐波郡上陽村 一 風穴 寶來 4,778 213 荒船　

安中
45 南部　要助 佐波郡上陽村 一 寶來 1,284 41 一 寶來 2,156 109 蔦木 一 寶來 4,083 132 蔦木 一 風穴 寶來 8,960 97 荒船　

安中
46 關口右左治 佐波郡上陽村 一 青熟 		− 102 蔦木 一 寶來 3,636 82 蔦木 一 風穴 寶來 8,960 99 荒船　

安中中巣

47 關口浅五郎 佐波郡上陽村 一 白玉 255 25 一 寶來 3,990 267 蔦木 一 寶來 7,103 395 蔦木 一 風穴 寶來 19,628 336 荒船　
安中

一 寶來 2,229 132 一 白玉 48 18 蔦木
48 關口		喜市

						（一）
佐波郡上陽村 一 青熟 969 105 一 青熟 340 61 蔦木 一 寶來 2,865 117 蔦木 一 風穴 寶來 4,200 244 荒船　

安中中巣 中巣
一 寶來 44 蔦木

一 寶來 1,821 103 蔦木 一 青熟 103 19 蔦木
中巣

49 宮澤　儀八 佐波郡上陽村 一 寶來 429 7 一 寶來 1,948 113 蔦木 一 寶來 2,081 46 蔦木 一 風穴 寶來 5,040 251 荒船　
安中一 白玉 1,483 76 一 白玉 915 63 蔦木 一 白玉 1,246 110 蔦木 白玉

	 		
50 宮澤久次郎 佐波郡上陽村 一 寶來 416 1 一 寶來 1,313 38 蔦木 一 寶來 1,505 70 蔦木 一 風穴 寶來 1,400 118 荒船　

安中
一 青熟 1,166 94 一 青熟 1,282 100 蔦木 一 青熟 835 65 蔦木

中巣 中巣 中巣
51 福島右太司 佐波郡上陽村 一 白玉 1,302 44 蔦木 一 風穴 白玉 3,880 207 荒船　

安中一 寶來 622 19 蔦木 寶來
52 根岸千代松

						（吉）
佐波郡上陽村 一 寶來 3,324 95 一 寶來 4,040 160 蔦木 一 寶來 2,230 232 蔦木 一 風穴 寶來 6,692 172 荒船　

安中
一 青熟 263 32 一 青熟 807 50 蔦木 一 青熟 680 63 蔦木

中巣 中巣 中巣
53 福島熊太郎 佐波郡上陽村 一 寶來 1,655 21 一 寶來 1,877 81 蔦木 一 寶來 1,429 120 蔦木 一 風穴 寶來 1,400 123 荒船　

安中
一 青熟 1,315 32

中巣
54 新井辨次郎 佐波郡上陽村 一 寶來 3,767 190 一 寶來 3,607 222 蔦木 一 寶來 2,910 240 蔦木 一 風穴 寶來 5,628 351 荒船　

安中
一 青熟 		− 47

中巣
55 徳江登喜松 佐波郡上陽村 一 又昔 218 58 一 寶來 1,711 90 蔦木 一 寶來 896 53 蔦木 一 風穴 寶來 5,600 168 荒船　

安中一 白綾 29 14 一 又昔 173 3 蔦木 一 寶來 72 蔦木 青熟
一 青熟 727 13 蔦木 一 青熟 1,645 38 蔦木 中巣

中巣 中巣
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群馬県内の蚕種冷蔵施設における氷庫等の意義

０ 10km
碓氷冷蔵庫

蚕種預け入れ者の所在地

① 明治 42 年

② 明治 43 年

③ 明治 44 年

④ 明治 45 年

図４　碓氷冷蔵庫における蚕種預け入れ者の所在地の推移

56 新井八十松 佐波郡上陽村 一 寶來 2,142 108 一 寶來 1,797 233 蔦木 一 寶來 1,785 131 蔦木 一 風穴 寶來 3,360 168 荒船　
安中

一 青熟 531 14 一 寶來 124 蔦木
中巣

57 新井久米蔵
				（粂）

佐波郡上陽村 一 寶來 3,131 117 一 寶來 2,509 270 蔦木 一 寶來 4,599 310 蔦木 一 風穴 寶來 9,184 258 安中
一 青熟 227 19 一 青熟 206 56 蔦木 一 青熟 406 46 蔦木

中巣 	 中巣 中巣
58 徳江　民平 佐波郡上陽村 一 寶來 2,698 99 一 寶來 2,353 147 蔦木 一 寶來 1,444 124 蔦木 一 風穴 寶來 2,688 84 安中
59 鈴木勝次郎 佐波郡上陽村 一 寶來 4,229 171 一 寶來 3,833 272 蔦木 一 寶來 3,258 165 蔦木 一 風穴 寶來 5,908 309 安中

一 青熟 147 11 一 寶來 143 甲州蔦
木

中巣
60 峯岸傳五郎 佐波郡上陽村 一 寶來 3,901 150 一 寶來 3,577 187 蔦木 一 寶來 2,236 198 蔦木 一 風穴 寶來 6,132 170 安中
61 宮澤十二郎 佐波郡上陽村 一 寶來 6,207 141 一 寶來 2,123 333 蔦木 一 寶來 4,271 247 蔦木 一 風穴 寶來 4,480 171 安中

一 青熟 1,451 75 一 青熟 50 35 蔦木
中巣 中巣

62 金井　茂平 佐波郡上陽村 一 寶來 2,145 131 一 寶來 4,557 230 蔦木 一 寶來 1,894 179 蔦木 一 風穴 寶來 3,976 71 安中
一 又昔 155 		− 蔦木 一 青熟 68 蔦木

63 峯岸　類蔵 佐波郡上陽村 一 寶來 1,393 157 一 寶 1,336 217 蔦木 一 寶來 2,826 172 蔦木 一 風穴 寶來 4,228 157 安中
一 寶來 38 蔦木

64 井上千十郎 佐波郡上陽村 一 寶來 1,347 38 一 寶來 961 66 蔦木 一 風穴 寶來 3,080 92 安中
65 櫻井　良作

						（策）
佐波郡豊受村 79 17 一 白鶴 4,352 20 一 白鶴 10,756 15 荒船 一 白鶴 5,413 13 荒船

一 青熟 1,991 13 荒船 安中
中巣

66 小林		忠蔵 佐波郡茂呂村 一 大又 2,981 123 小諸 一 大又 6,123 332 碓氷・
氷

一 風穴 白玉 4,944 140 氷
一 寶來 905 72 小諸 一 風穴 大又 13,103 262 氷風穴
二 白鶴 4,396 128 小諸 一 白玉 9,193 198 碓氷・

氷
一 風穴 寶來 2,008 49 氷
一 風穴 大又 		− 230 氷

一 青熟 1,119 10 碓氷・
氷

67 茂木　つや 新田郡尾島町 二 風穴 國一 2,249 		− 安中
二 風穴 白鶴 2,515 		− 		−

	 （群馬県農会　1907・1909 ～ 1912）
＊明治 40 年度の「生産者住所氏名」欄に「佐波郡上陽村・上福島　関東生産購買組合」が有り、「一　青熟・白瀧　普　2,586・1,539　長野小諸・山梨富士」の記載有り。
＊田中京四郎は明治 42 年に生種「千代鶴」・「大又」を生産している。
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穴」は自然条件により規定されて山間地に、アンモ

ニア式は蚕種以外の冷蔵も考慮されて都市部に、「氷

庫」は冬季により生じる沼・川の結氷と、周囲の蚕

種業と養蚕農家の分布を背景として中山間地から平

野部に分布しているように見える。

３．群馬県における蚕種冷蔵施設の推移

　上記の内容を踏まえ、明治30年代末期から昭和14

年での蚕種冷蔵施設の推移をまとめると、種々の不

確定要素を含むが、表11のようになる。

　なお、表11において、各施設の継続については、

各資料間で施設名称が異なっている場合があり、実

際には別施設であるのか、何等かの変化の結果であ

るのか、あるいは名称だけの問題なのか、誤記であ

るのか、等確定しない場合が多く、理解に誤りなし

とはしない。あくまで大きな動きを見るための表と

理解していただきたい。

　備考欄のアルファベットは、『群馬県蚕糸業資料』

（群馬県内務部　1929）における下記の冷蔵方式の

分類による。この分類についても施設の内容が確定

できず、想定に止まる施設が多い。全体の傾向を見

るための想定と理解していただきたい。

　冷蔵方式は、①風穴（A）、②氷庫（B）、③アン

モニア式（C）、の３種に大別される。

　氷による方法については、寒冷地における自然環

境下での水の固結による氷、つまり天然氷を採取し

て利用する場合と、アンモニアの圧縮と膨張による

液体から気体への変化の際の気化熱を冷熱源とする

機械式冷蔵法である③の方法による製作した氷、つ

まり人工的な製氷を利用した場合があると推定され

るが、確定しない。

　さらに、②の場合の立地についても、採取・製作

地もしくはその隣接地の場合、採取・製作地から搬

出して需要地に近接する場合がある。また、各施設

においては蚕種の冷蔵のみならず、催青まで請け負

うところもあり、比較検討にあたっては慎重に対応

しなければならない。ここでも、施設の詳細は措き、

大要の把握のため、この３種での分類に止める。

　そのため、蚕種冷蔵施設の推移についてはその概

要の把握に止めざるを得ない。

　別紙における県内の蚕種冷蔵者（庫）の上記３分

類における冷蔵方法の推移をまとめると表12のとお

りである。

　上記の表を見ると、群馬県内における蚕種冷蔵の

動きにおいて、明治30年代半ばに風穴利用が始まり、

相前後して湖沼の氷結した氷を山間で使った冷蔵も

始まり、大正時代前半に向け風穴が増加するととも

に、自然に氷結した氷を使った山間地での冷蔵も増

加した。明治末年近くには自然に氷結した氷を使い

表５　『蚕種冷蔵業取締成績』における「蚕種冷蔵箇所」と「冷蔵蚕種枚数」
蚕	種	冷	蔵	箇	所　　箇所 冷	蔵	蚕	種	枚	数　　　枚

風穴 氷室 雪囲 冷蔵庫 風穴雪囲 計 特別蚕種 普通蚕種 計
大正元年度（1912） 140 17 2 2 1 162 3,947,456 419,799 4,367,255
大正２年度（1913） 236 49 5 3 2 295 5,630,839 438,409 6,069,246
大正３年度（1914） 251 55 10 3 2 321 5,426,664 500,506 5,917,170
大正４年度（1914） 231 79 16 4 2 332 6,039,896 447,134 6,487,030
大正５年度（1916） 193 95 23 2 2 315 7,098,880 436,421 7,525,301
大正６年度（1917） 222 119 28 2 2 373 7,066,618 423,839 7,490,457

	 （農商務省農務局　1914 ～ 1919）

風穴（A）
氷庫（B）
アンモニア式（C）

０ 10km

群馬県蚕種冷蔵協会員（昭和 10 年 8月現在）の所在地

図５　	群馬県蚕種冷蔵協会員所在地（昭和10年８月
現在）の所在地
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市街地で使用した冷蔵も始まっている。昭和時代の

始まり頃、風穴の新設が増加するとともに、自然に

氷結した氷を使用するとともに、機械的に製作した

氷を使った冷蔵が開始される。さらに、廃止される

風穴もでてくる。昭和十年前後では新規に各形式の

施設が設けられるとともに、いずれのタイプでも廃

止される施設がでてくる。戦時統制が始まる前には、

荒船風穴などに収蔵実績が無くなり、廃止が加速さ

れる。廃止される施設の中には水害等の自然災害に

よるものも含まれ、慎重に検討する必要がある。

　上記のように、蚕種冷蔵施設については、その冷

熱源のあり方により細別されるが、風穴の場合には

立地的には山間地に限られ、アクセスの面では不利

である。また、氷を使用する場合は、天然の氷を使

用するとなると採取は山間地となり、氷が重く、溶

けやすいという特徴と相俟って、取り扱いに困難さ

が伴う。気化熱を利用する方法は立地条件を選ばな

いが、初期投資とランニングコストが掛かりそうで

ある。

　蚕種冷蔵施設の推移を概観すると、施設へのアク

セス、初期投資、ランニングコスト、冷熱源の扱い

のしやすさ等々が総合的に勘案され、第二次世界大

戦の戦時統制までは一つの方法に絞り込まれるとい

うことではなく、各施設の収蔵代とアクセスのしや

すさ、さらに技術力等が需要者により選択され、多

様な施設が並列していた、と言えるのではないであ

ろうか。

　東谷風穴は運営形態は変わったものの、戦時統制

まで継続して運営されており、地域の中で活用され

続けたと言えよう。

　個別の冷蔵施設では創業年について異説があり、

施設の名称も変更がありそうである。詳細な検討は

後日を期したい。

４�．群馬県の蚕種冷蔵施設における「氷庫」
等の意義

　①上記の内容をまとめると、蚕種冷蔵施設におけ

る「氷庫」等は風穴と同時期か先行して蚕種の冷蔵

を始めるとともに、その箇所、貯蔵量ともに無視で

きないものがある。

　②風穴は崖錐あるいは崖錐状地形という地形に規

定され、山間地に限定された施設であり、蚕種製造

者及び養蚕農家の蚕業が活発に行われた平野部及び

中山間地域から遠隔地に所在せざるを得ず、搬出入

に不都合であった。

　③アンモニア式の機械式冷蔵装置は前橋、高崎、

桐生の都市部における蚕種以外の冷蔵需要を背景に

設置されたが、初期投資に多額の資金がかかり、運

転のための技術者が必要となり、ランニングコスト

が高額になる。

　④当初、「氷庫」は赤城山大沼等における冬季の

結氷を使い、冷熱源としての氷の生産地の近くに設

置されたが、まもなく、安中・沼田等の中山間地の

都市部に河川における結氷を使った「氷庫」が開設

された。それぞれの都市部の周囲の蚕業地を背景と

して、基本的には地域に根差した運営がなされた。

地域に根差した風穴とともに地域に根差した「氷庫」

が蚕種冷蔵施設として運営され続けた、と言えよう。

５．今後の課題

　①荒船風穴・榛名風穴・星尾風穴等の開設・運営・

閉鎖等の実態を明らかにし、群馬県内における蚕種

貯蔵施設全体の状況を明らかにすることにより、そ

れぞれの個別的な特徴を明らかにしたい。

　②上記の統計資料に現れない蚕種貯蔵施設が存在

することが明らかになっている。そうした施設もで

きるだけ把握した上で、全体像の理解をする必要が

ある。

　③本稿に関連し、田中修は県内における風穴利用

による蚕種保護の実態を紹介した後、「明治末年に

夏秋蚕時代を切開くうえで大きな役割を担った蚕種

の風穴保護技術も、新しい技術の発展にはその席を

ゆずらざるを得ず、大正中期以降次第に衰退してい

った。まず、自然の冷風の温度の調整にかわり天然

氷を利用した氷室による冷蔵がより安定的で、山奥

の風穴よりも交通の便利が良く、大正初期頃から次

第に増えていった。さらに、大正九年には、機械冷

蔵（アンモニア式）による人工冷蔵庫（群馬製氷冷
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表６	『蚕業取締成績』における群馬県内の冷蔵場所および冷蔵蚕種枚数の推移			
年	度 種類

冷　蔵　場　所 冷　蔵　業　者 冷　蔵　枚　数				枚
名　称 所　在　地 氏　名(名　称) 住　所（所在地） 特別蚕種 普通蚕種 計

大　正
元年度
-1912

風穴 1 荒船風穴蚕種貯蔵所 北甘楽郡西牧村大字南野牧村 庭屋靜太郎 		同上 128,240 5,094 133,334
　　小　計 128,240 5,094 133,334

氷室 1 碓氷冷蔵庫 碓氷郡安中町大字安中駅136番地 田中京四郎　 		同上 11,402 4,605 16,007
2 赤城山地獄谷蚕種貯蔵場 勢多郡富士見村大字赤城山字地獄谷 樺澤角蔵 		同上 13,600 7,600 21,200

　　小　計 25,002 12,205 37,207
　　計 153,242 17,299 170,541

大　正
2年度
-1913

風穴 1 荒船風穴蚕種貯蔵所 北甘楽郡西牧村大字南野牧村関屋敷 庭屋靜太郎 北甘楽郡西牧村大字西野牧48番地 153,783 6,066 159,849
2 星尾風穴 北甘楽郡尾澤村大字星尾村字檜宮430番地 星尾風穴合資会社 北甘楽郡馬山村大字馬山村乙2716番地 16,000 6,000 22,000
3 吾妻風穴 吾妻郡名久田村大字大塚村字垣掛国有原野 奥木仙五郎 吾妻郡東村大字新巻村788番地 2,796 2,882 5,678
4 榛名風穴 群馬郡箕輪村榛名山第一御料地 榛名風穴合資会社 群馬郡箕輪村大字矢原村65番地 13,403 1,945 15,348
5 利根風穴 利根郡薄根村大字石墨村1106番地 利根風穴合名会社 		同上 2,520 480 3,000

　　小　計 188,502 17,373 205,875
氷室 1 碓氷冷蔵庫 碓氷群安中町大字安中駅136番地 田中京四郎 		同上 18,958 6,780 25,738

2 赤城山地獄谷蚕種貯蔵場 勢多郡富士見村大字赤城山字地獄谷 樺澤角蔵 		同上 17,317 9,310 26,627
3 赤城冷蔵庫 勢多郡富士見村箕輪 阪田唯次郎 		同上 1,380 425 1,805
4 赤城沼尻冷蔵庫 勢多郡富士見村赤城大洞 福田利忠太 勢多郡富士見村大字小暮村3 3,655 1,083 4,738

青木　あい 勢多郡富士見村大字大洞沼2
5 高崎蚕種冷蔵庫 高崎市住吉町13番地 篠崎作次郎 		同上 6,559 9,550 16,109

　　小　計 47,869 27,148 75,017
　　計 236,371 44,521 280,892

大		正
3年度
-1914

風穴 1 荒船風穴蚕種貯蔵所 北甘楽郡西牧村大字南野牧村関屋敷 庭屋靜太郎 北甘楽郡西牧村大字南野牧48番地 192,094 6,498 198,592
2 星尾風穴合資会社 北甘楽郡尾澤村大字星尾村字檜宮430番地 星尾風穴合資会社 北甘楽郡馬山村大字馬山乙2716番地 13,450 8,550 22,000
3 吾妻風穴 吾妻郡名久田村大字大塚村字垣掛国有原野 奥木仙五郎 吾妻郡東村大字新巻村788番地 2,220 2,579 4,799
4 榛名風穴 群馬郡箕輪村榛名山第一御料地 榛名風穴合資会社 群馬郡箕輪村大字矢原村65番地 17,262 1,010 18,272
5 利根風穴合名会社 利根郡薄根村大字石墨村1106番地 利根風穴合資会社 		同上 3,115 2,900 6,015

　　小　計 228,141 21,537 249,678
氷室 1 碓氷冷蔵庫 碓氷群安中町大字安中駅136番地 田中京四郎 		同上 6,915 4,600 11,515

2 赤城山地獄谷蚕種貯蔵場 勢多郡富士見村大字赤城山字地獄谷 樺澤角蔵 		同上 32,850 7,100 39,950
3 赤城冷蔵庫 勢多郡富士見村箕輪 阪田唯次郎 		同上 870 640 1,510
4 赤城沼尻冷蔵庫 勢多郡富士見村赤城大洞 福田利忠太 勢多郡富士見村大字木暮村3 11,305 610 11,915

青木　あい 勢多郡富士見村大字大洞沼2
　　小　計 51,940 12,950 64,890

　　計 280,081 34,487 314,568
大　正
4年度
-1915

風穴 1 荒船風穴蚕種貯蔵 北甘楽郡西牧村大字南野牧村関屋敷甲10,690番ノ7 庭屋靜太郎 北甘楽郡西牧村大字西野牧48番地 208,945 8,927 217,872
2 星尾風穴合資会社 北甘楽郡尾澤村大字星尾村字檜宮430番地 	同上 北甘楽郡馬山村大字馬山乙2,716番地 13,450 8,550 22,000
3 榛名風穴 群馬郡箕輪村榛名山第一御料地字黒岩 榛名風穴合資会社 群馬郡箕輪村大字矢原村65番地 16,517 1,001 17,518
4 吾妻風穴 吾妻郡名久田村大字大塚村字垣掛国有原野 奥木仙五郎 吾妻郡東村大字新巻村788番地 2,984 2,902 5,886
5 利根風穴合名会社 利根郡薄根村大字石墨村1,106番地 	同上 		同上 1,500 830 2,330

　　小　計 243,396 22,210 265,606
1 碓氷冷蔵庫 碓氷群安中町大字安中駅136番地 田中京四郎 		同上 10,530 4,940 15,470
2 赤城山地蔵谷蚕種貯蔵場 勢多郡富士見村大字赤城山字地蔵谷 樺澤角蔵 		同上 29,330 5,910 35,240

氷室 3 赤城沼尻冷蔵庫 勢多郡富士見村赤城大洞 青木　あい 勢多郡富士見村大字大洞沼尻2番地 15,317 600 15,917
同郡同村木暮村３番地 福田利忠太

4 赤城冷蔵庫 勢多郡富士見村大字箕輪村1,040番地 阪田唯太郎 		同上 760 530 1,290
　　小　計 55,937 11,980 67,917

　　計 299,333 34,190 335,523
大　正
5年度
-1916

風穴 1 荒船風穴蚕種貯蔵所 北甘楽郡西牧村大字南野牧村関屋敷甲第10,690ノ7 庭屋靜太郎 北甘楽郡西牧村大字西野牧48 363,655 18,976 382,631
2 星尾風穴合資会社 北甘楽郡尾澤村大字星尾字檜宮430 	同上 北甘楽郡馬山村大字馬山乙2,716 19,000 3,000 22,000
3 吾妻風穴 吾妻郡名久田村大字大塚字垣掛国有原野 奥木仙五郎 吾妻郡東村大字新巻788 3,153 3,276 6,429
4 榛名風穴 群馬郡箕輪村榛名山第一御料地字黒岩 榛名風穴合資会社 群馬郡箕輪村大字矢原65 10,401 1,673 12,074
5 利根風穴合名会社 利根郡薄根村大字石墨1,106 	同上 		同上 1,400 400 1,800

　　小　計 397,609 27,325 424,934
氷室 1 碓氷冷蔵庫 碓氷群安中町大字安中136 田中京四郎 		同上 34,350 11,220 45,570

2 赤城山地獄谷蚕種貯蔵場 勢多郡富士見村大字赤城山字地獄谷 樺澤角蔵 		同上 54,800 9,900 64,700
3 赤城沼尻冷蔵庫 勢多郡富士見村赤城大洞 青木　あい 勢多郡富士見村赤城大洞沼尻2 17,914 600 18,514

福田利忠太 勢多郡富士見村大字小暮3
　　小　計 107,064 21,720 128,784

　　計 504,673 49,045 553,718
大　正
6年度
-1917

風穴 1 榛名風穴 群馬郡箕輪村榛名山第一御料地字黒岩 榛名風穴合資会社 群馬郡箕輪村大字矢原65 19,374 1,433 20,807
2 荒船風穴蚕種貯蔵所 北甘楽郡西牧村大字南野牧字関屋敷甲第10,690ﾉ7 庭屋靜太郎 北甘楽郡西牧村大字西野牧48 383,477 			― 383,477
3 星尾風穴合資会社 北甘楽郡尾澤村大字星尾字檜宮430 	同上 北甘楽郡馬山村大字馬山乙2,716 13,450 8,550 22,000
4 大見山風穴蚕種貯蔵所 多野郡中里村大字平原1 黒澤光蔵 		同上 2,536 300 2,836
5 吾妻風穴 吾妻郡名久田村大字大塚字垣掛国有原野 奥木仙五郎 吾妻郡東村大字新巻788 4,945 3,605 8,550
6 幡谷風穴 利根郡片品村大字幡谷字赤岩832 幡谷風穴合資会社 利根郡片品村大字幡谷419 3,562 1,887 5,449
7 利根風穴合名会社 利根郡薄根村大字石墨1,106 	同上 		同上 2,150 300 2,450

　　小　計 429,494 16,075 445,569
氷室 1 赤城沼尻冷蔵庫 勢多郡富士見村赤城大洞 青木　あい 勢多郡富士見村大字大洞沼尻2 17,781 600 18,381

福田利忠太 勢多郡富士見村大字小暮3
2 赤城山地獄谷蚕種貯蔵場 勢多郡富士見村大字赤城山地獄谷 古屋清太郎 勢多郡富士見村大字原郷1,122 95,250 13,240 108,490
3 高橋蚕種冷蔵庫 群馬郡渋川町222 高橋秋五郎 　同上　 4,790 1,137 5,927
4 碓氷冷蔵庫 碓氷群安中町大字安中136 田中京四郎 		同上 45,000 			― 45,000
5 磯部蚕種冷蔵庫 碓氷郡磯部村大字下磯部67 須藤悦太郎 		同上 865 215 1,080
6 両毛冷蔵庫 山田郡相生町大字安楽土1,138 小林平内 		同上 500 500 1,000

　　小　計 164,186 15,692 179,878
　　計 593,680 31,767 625,447

風　　穴 1,615,382 109,614 1,724,996
氷　　室 451,998 101,695 553,693
総	合	計 2,067,380 211,309 2,278,689

	 （農商務省農務局　1914 ～ 1919）
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蔵株式会社）も伊勢崎にできた。また、大正四年に

は、人工孵化法により一代交雑種（雑種強勢を利用

した異なる品種の交配の一代目の交雑種）の利用が

可能となり、大正中期以降、その普及は夏秋蚕の生

産力向上に飛躍的な発展をもたらすことになった。

そして従来までの生種や風穴種（黒種）等による夏

秋蚕用の蚕種生産の必要性はなくなった」と「新技

術の普及と風穴保護の衰退」の経緯を概観した（田

中　1983）。県内の蚕種冷蔵における風穴、天然氷

そして人工氷を使った冷蔵施設との関係は上述のと

おりであり、田中の示した各冷蔵方法の推移は再検

討が必要と思われる。また、「天然氷を利用した氷

室による冷蔵がより安定的」とするが、確かに氷室

の伸長が認められるものの風穴が一掃されたとは言

えず、氷室の特質については今後意識的に注意して

行きたい。しかし、本稿では一代交雑種の利用と風

穴における蚕種冷蔵との関係を論じることはできな

かった。今後の課題としたい。また、荒船風穴は冒

頭で述べたように「全国一の貯蔵規模を誇って全国

的な取引を行」った。それは比類なき冷蔵能力に裏

打ちされていたことは間違いない。しかし、大正９

年（1920）には、『営業案内』（荒風穴蚕種冷蔵所

1920）の表紙で「更らに本年冷蔵氷庫を本館に新設

し天然風穴通有的不便を補足改善せり」とあり、荒

船風穴の運営母体である春秋館の敷地内に、天然氷

を使用した「冷蔵氷庫」を建設したことが知られる

表７『群馬県蚕糸業資料』における冷蔵方式別蚕種冷蔵施設と蚕種冷蔵数
冷蔵
方式 冷蔵庫名 所	在	地

蚕	種	冷	蔵	数	量　枚
春蚕種 夏秋蚕種 計

風
穴

1 伊香保風穴 群馬郡伊香保町 130 10,000 13,130
2 荒船風穴 北甘楽郡西牧村 12,000 25,000 37,000
3 尾澤風穴 北甘楽郡尾澤村 			― 				― 			―
4 吾妻風穴 吾妻郡名久田村 16,000 300 16,300
5 三浦風穴 利根郡片品村 500 100 600
6 幡谷風穴 利根郡片品村 1,500 300 1,800
7 片品風穴 利根郡片品村 800 100 900
8 石墨風穴 利根郡薄根村 2,000 100 2,100

10,130 32,930 35,900
12.80% 7.90%

氷
庫

1 宮田屋冷蔵庫 前橋市堀川町 10,000 5,000 15,000
2 北毛蚕種冷蔵組合 群馬郡豊秋村 1,900 2,000 3,900
3 高崎冷蔵株式会社 高崎市鞘町 5,000 25,000 30,000
4 高崎冷蔵庫 高崎市高砂町 2,000 40,000 42,000
5 新田冷蔵株式会社 新田郡尾島町 10,000 10,000 20,000
6 柴山冷蔵庫 多野郡森町 18,000 40,000 58,000
7 鬼石冷蔵庫 多野郡鬼石町 1,500 				― 1,500
8 岩井冷蔵庫 北甘楽郡馬山村 7,000 4,000 11,000
9 西牧氷庫 北甘楽郡西牧村 			― 				― 			―
10 田中冷蔵庫 碓氷郡安中町 22,000 8,000 30,000
11 松井田冷蔵庫 碓氷郡松井田町 5,000 1,000 6,000
12 入澤冷蔵庫 碓氷郡秋間村 3,000 500 3,500
13 磯部冷蔵庫 碓氷郡磯部村 12,000 3,000 15,000
14 村井田冷蔵庫 碓氷郡東横野村 1,500 500 2,000
15 中之条冷蔵庫 吾妻郡中之条町 1,000 				― 1,000
16 原町農会冷蔵庫 吾妻郡原町 880 				― 880
17 山田冷蔵庫 吾妻郡澤田村 466 				― 466
18 坂上冷蔵庫 吾妻郡坂上村 2,000 150 2,150
19 岩島冷蔵庫 吾妻郡岩島村 6,565 100 6,665
20 吾妻冷蔵庫 吾妻郡長野原町 1,975 215 2,190
21 邑楽冷蔵庫株式会社 邑楽郡館林町 14,779 7,100 21,879
22 沼田蚕種冷蔵庫 利根郡沼田町 20,000 4,000 24,000

146,565 150,565
57.10% 33.40%

ア
ン
モ
ニ
ア
式

1 両野製氷株式会社 前橋市岩神町 30,333 5,200 35,533
2 相生製氷凍化工業株式

会社
山田郡相生村 15,000 5,000 20,000

3 製氷冷蔵両毛冷蔵庫 桐生市末廣町 1,000 1,000 2,000
4 高崎製氷冷蔵株式会社 高崎市大橋町 7,938 5,153 13,091
5 群馬製氷冷蔵株式会社 佐波郡伊勢崎町 22,700 247,700 270,400
6 八幡冷蔵庫 碓氷郡八幡村 			― ― 			―

76,971 264,053 341,024
30.00% 58.60% 48.20%
256,466 450,518 706,984

	 （群馬県内務部　1929）

　表8			群馬県蚕種冷蔵協会員(昭和10年８月現在
№ 所　在　地 名　　称 様　式

経営者
又ハ代表者

1 前橋市岩神町 両野製氷冷蔵株式会社 アンモニア式 笠木　万吉

2 前橋市紅雲町 前橋冷蔵株式会社 アンモニア式 山田　昌吉

3 前橋市堀川町 宮田屋冷蔵庫 氷庫 川久保菊一

4 高崎市大橋町 高崎製氷冷蔵株式会社 アンモニア式 臼田　柳吉

5 高崎市八島町 高崎冷蔵株式会社 氷庫 高橋勘太郎

6 群馬郡長野村我峯 榛名蚕業社 氷庫 中島孝臣

7 群馬郡豊秋村石原 北毛蚕種冷蔵組合 氷庫 高橋　豊吉

8 多野郡新町 柴山冷蔵庫 氷庫 柴山　三郎

9 北甘楽郡西牧村西野牧 荒船風穴 風穴 庭屋　千壽

10 碓氷郡安中町安中 碓氷冷蔵庫 氷庫 田中京四郎

11 碓氷郡松井田町松井田 松井田蚕種冷蔵所 氷庫 高林愛三郎

12 碓氷郡松井田町松井田 反町冷蔵庫 氷庫 反町　光三

13 碓氷郡磯部郡下磯部 磯部冷蔵庫 氷庫 須藤　和作

14 碓氷郡磯部郡東上磯部 磯部田中冷蔵庫 氷庫 田中　玉吉

15 碓氷郡秋間村東上秋間 入沢冷蔵庫 氷庫 入沢安太郎

16 碓氷郡東横野村下間仁田 村井田冷蔵庫 氷庫 村井田園吉

17 碓氷郡九十九村下増田 小板橋冷蔵庫 氷庫 小板橋菊次郎

18 碓氷郡九十九村下増田 中沢冷蔵庫 氷庫 中沢　信吉

19 吾妻郡中之条町西中之条 中之条冷蔵庫 氷庫 田村　正平

20 吾妻郡中之条町伊勢町 吾妻産業冷蔵庫 氷庫 塚田国一郎

21 吾妻郡名久田村赤坂 吾妻風穴蚕種貯蔵所 風穴 綿貫形次郎

22 吾妻郡岩島村岩下 岩島蚕種冷蔵庫 氷庫 富沢　広吉

23 吾妻郡長野原町長野原 吾妻冷蔵庫 氷庫 宮﨑　貞作

24 利根郡沼田町沼田 沼田蚕種冷蔵庫 氷庫 田中良三郎

25 利根郡薄根村石墨 利根風穴合名会社 風穴 田村　常吉

26 利根郡片品村幡谷 三浦風穴 風穴 三浦幸三郎

27 利根郡片品村幡谷 幡谷風穴株式会社 風穴 三浦　靜一

28 利根郡片品村幡谷 片品風穴株式会社 風穴 桑原林太郎

29 利根郡古馬牧村後閑 後閑蚕種冷蔵庫 氷庫 原沢　知明

30 利根郡桃野村小川 古桃園冷蔵庫 氷庫 田村　茂治

31 佐波郡伊勢崎町 群馬製氷冷蔵株式会社 アンモニア式 森川　抱次

32 新田郡尾島町尾島 尾島冷蔵株式会社 氷庫 飯塚金太郎

33 山田郡相生村下新田 相生製氷凍化工業株式
会社

アンモニア式 笠木　万吉

34 桐生市末広町 両毛冷蔵庫 アンモニア式 小林　秀内

35 邑楽郡館林町館林 邑楽冷蔵庫株式会社 氷庫 園部　長松

	 （群馬県蚕糸業協会　1954）
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飯　島　義　雄

（下仁田町歴史館2019）。

　本稿で見た群馬県内における蚕種冷蔵施設の推移

が全国的な視野の中でどのように位置付けられるの

か、さらに、荒船風穴における「冷蔵氷庫」の建設

がどのような意義を有しているのか、今後の検討課

題としたい。

表９　	冷蔵業者別蚕種取扱数量(昭和14年１月１日～同年12月31日)
№ 取　締 冷　蔵　庫　名 施	設 春　蚕　種 夏　秋　蚕　種 合　　計 総計	枚	

支所名 様	式 貯蔵	枚 抑制	枚 催青	枚 貯蔵	枚 抑制	枚 催青	枚 貯蔵	枚 抑制	枚 催青	枚 催青	枚

アンモニヤ式 42,270
1 前　橋 両野製氷冷蔵会社 41,120 770 4,550 1,150 37,213 1,232 42,370 37,983 5,782 86,035
2 前　橋 宮田屋冷蔵庫 氷		庫 4,478 536 714 211 289 220 4,689 825 934 6,448
3 前　橋 前橋冷蔵株式会社 アンモニヤ式 6,758 103 611 7,410 747 457 14,168 850 1,068 16,086

アンモニヤ式 		 19,602 64,938
4 前　橋 高崎製氷冷蔵会社 22,576 8,226 1,101 21,659 11,376 23,677 21,659 19,502 64,838

15,887 54,994
5 前　橋 高崎冷蔵株式会社 氷		庫 21,358 1,938 14,436 13,496 3,315 1,451 33,854 5,253 15,877 54,884

				 250
6 前　橋 榛名蚕業社 氷		庫 3,500 3,000 250 300 3,500 350 3,300 7,050
7 藤　岡 芝山冷蔵庫 氷		庫 3,000 2,000 3,000 2,000 		 5,000
8 安　中 碓井冷蔵庫 氷		庫 18,000 18,000 3,000 18,000 3,000 18,000 39,000
9 安　中 松井田蚕種冷蔵庫 氷		庫 3,810 3,810 628 3,810 628 3,810 8,248
10 安　中 反町冷蔵庫 氷		庫 13,520 100 12,520 200 350 5,000 13,720 450 17,520 31,690
11 安　中 磯部田中冷蔵庫 氷		庫 3,526 7 4,183 528 874 3,526 535 5,057 9,118
12 安　中 入沢冷蔵庫 氷		庫 3,500 3,500 300 1,000 3,500 300 4,500 8,300
13 安　中 村井田冷蔵庫 氷		庫 2,700 2,700 100 		 2,700 100 2,700 5,500
14 安　中 中沢冷蔵庫 氷		庫 3,800 3,800 620 300 620 4,420 300 4,420 9,140

200 					
15 中之条 中之条冷蔵庫 氷		庫 268 200 268 500 468
16 中之条 吾妻蚕業冷蔵庫 氷		庫 2,320 30 1,600 2,320 30 1,600 3,950
17 中之条 吾妻風穴蚕種貯蔵所 風		穴 4,393 7,103 4,393 7,103 11,496

18 中之条 2,384 		 2,318 4,702
吾妻冷蔵庫 氷		庫 2,384 2,113 205 1,384 3,318 5,702

19 沼　田 沼田蚕種冷蔵庫 氷		庫 5,000 300 3,500 100 150 200 5,100 450 3,700 9,250
20 沼　田 利根風穴合名会社 風		穴 1,000 500 30 1,000 30 500 1,530
21 沼　田 三浦風穴 風		穴 1,750 750 50 50 1,800 800 2,600
22 沼　田 幡谷風穴株式会社 風		穴 1,583 1,583 1,583
23 沼　田 片品風穴株式会社 風		穴 1,100 1,100 1,100 1,100 2,200
24 沼　田 後閑蚕種冷蔵庫 氷		庫 2,946 34 1,985 32 193 2,946 66 2,178 5,190
25 境 上武製氷冷蔵会社 アンモニヤ式 34,849 519 2,088 114,383 1,828 4,466 149,232 2,347 6,554 158,133
26 尾　島 尾島冷蔵株式会社 氷		庫 12,800 500 1,800 25,000 1,000 37,800 1,500 1,800 41,100

相生製氷凍化工業会社 アンモニヤ式 1,630 3,289
27 尾　島 1,431 101 1,630 127 1,431 228 1,636 3,295
28 館　林 邑楽冷蔵庫会社 氷		庫 13,784 1,539 497 28,800 14,281 30,339 44,620

97,316 167,218 27,644 124,960 641,658
合				　　　　計 234,254 6,477 97,312 166,218 109,749 28,544 400,472 116,226 125,856 652,554

	 （群馬県蚕糸業協会　1954）
※・合計 ･ 総計の数値と各データの計算値に齟齬があり、誤植等の誤りがあると考えられるが、基本的に個別データを優先し、備考覧のとおりに取り扱った。
　・「施設様式」については、本書 p.p.93・94 の「群馬県蚕種冷蔵協会員　昭和 10 年８月現在」に依り、№ 25 は同表に無いが、名称からアンモニア式と想定した。
　・「備考　一、北毛蚕種冷蔵組合、荒船風穴、磯部冷蔵庫、小板橋冷蔵庫、岩島蚕種冷蔵庫、古桃園冷蔵庫、両毛冷蔵庫ハ蚕種ノ取扱ヲナサズ。」と記載されている。

表10　昭和14年における蚕種冷蔵業者と冷蔵様式と取扱数量
春　　蚕　　種 夏　秋　蚕　種 合　　　　計

総　計	枚
貯蔵	枚 抑制	枚 催青	枚 貯蔵		枚 抑制	枚 催青	枚 貯蔵	枚 抑制		枚 催青		枚

風　穴
9,826 0 2,350 50 30 50 9,876 7,133 2,400 19,409
4.20% 0.00% 2.40% 0.00% 0.00% 0.20% 2.50% 6.10% 1.90% 3.00%

氷　庫
117,694 4.984 77,861 43,124 48,145 10,063 159,818 46,026 87,924 293,768
50.20% 76.90% 80.00% 25.80% 43.90% 36.40% 39.90% 39.60% 70.40% 45.80%

アンモニア式
106,734 1,493 17,105 124,044 61,574 17,531 230,778 63,067 34,636 328,481
45.60% 23.10% 17.60% 74.20% 56.10% 63.40% 57.60% 54.30% 27.70% 51.20%

合　計 234,254 6,477 97,316 167,218 109,749 27,644 400,472 116,226 124,960 641,658
	 （群馬県蚕糸業協会　1954）
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表11		群馬県における蚕種冷蔵者・施設の推移
明治35年 明治38年 明治39年 明治40年 明治41年 明治42年 明治43年 明治44年 大正元年 大正２年 大正３年 大正４年 大正５年 大正６年 昭和２年 昭和10年 昭和14年

備　考
-1902 -1905 -1906 -1907 -1908 -1909 -1910 -1911 -1912 -1913 -1914 -1915 -1916 -1917 -1927 -1935 -1939

数 4 4 7 7 7 7 9 9 10 9 9 10 13 -33 -33 -28 ※1
風
穴
・
氷
庫
・
冷
蔵
庫

星尾風穴			 星尾風穴 星尾風穴 星尾風穴
合資会社

星尾風穴
合資会社

星尾風穴
合資会社

星尾風穴
合資会社

星尾風穴
合資会社 尾澤風穴

A
※2

榛名風穴 榛名風穴 榛名風穴 榛名風穴 榛名風穴 榛名風穴 榛名風穴 榛名風穴 伊香保風
穴 A

利根風穴 利根風穴 利根風穴
合資会社

利根風穴
合名会社

利根風穴
合名会社

利根風穴
合名会社

利根風穴
合名会社 石墨風穴 利根風穴

合名会社
利根風穴
合名会社 A

明 治36年
まで遡る? 赤城氷蔵

赤城山地
蔵谷蚕種
貯蔵所

赤城山地
蔵谷蚕種
貯蔵所

赤城山地
蔵谷蚕種
貯蔵場

赤城山地
蔵谷蚕種
貯蔵場

赤城山地
蔵谷蚕種
貯蔵場

赤城山地
蔵谷蚕種
貯蔵所

碓氷氷穴 碓氷冷蔵
庫

碓氷冷蔵
庫

碓氷冷蔵
庫

碓氷冷蔵
庫

碓氷冷蔵
庫

碓氷冷蔵
庫

碓氷冷蔵
庫

碓氷冷蔵
庫 B

高崎蚕種
冷蔵庫 B

高橋蚕種
冷蔵庫 B

赤城冷蔵
庫

赤城冷蔵
庫

B(阪田唯次
郎)

(坂田唯太
郎)

赤城沼尻
冷蔵庫

赤城沼尻
冷蔵庫

赤城沼尻
冷蔵庫

赤城沼尻
冷蔵庫

赤城沼尻
冷蔵庫 B

大見山風
穴蚕種貯
蔵所

A

磯部蚕種
冷蔵所 B

幡谷風穴 幡谷風穴 幡谷風穴
合名会社

幡谷風穴
合名会社 A

両野製氷
株式会社

両野製氷
冷蔵株式
会社

両野製氷
冷蔵株式
会社

C

宮田屋冷
蔵庫

宮田屋冷
蔵庫

宮田屋冷
蔵庫 B

高崎製氷
冷蔵株式
会社

高崎製氷
冷蔵株式
会社

高崎製氷
冷蔵株式
会社

C

北毛蚕種
冷蔵組合

北毛蚕種
冷蔵組合 B

高崎冷蔵
株式会社

高崎冷蔵
株式会社 B

高崎冷蔵
庫 B

群馬製氷
冷蔵株式
会社

群馬製氷
冷蔵株式
会社

C

新田冷蔵
株式会社 B		

柴山冷蔵
庫

柴山冷蔵
庫

柴山冷蔵
庫 B

鬼石冷蔵
庫 B

岩井冷蔵
庫 B

西牧氷庫 B
松井田冷
蔵庫

松井田蚕
種冷蔵庫

松井田蚕
種冷蔵庫 B

八幡冷蔵
庫 B

中之条冷
蔵庫

中之条冷
蔵庫

中之条冷
蔵庫 B

原町農会
冷蔵庫 B

山田冷蔵
庫 B

坂上冷蔵
庫 B

岩島冷蔵
庫

岩島蚕種
冷蔵庫 B

吾妻冷蔵
庫

吾妻冷蔵
庫 B

吾妻産業
冷蔵庫

吾妻産業
冷蔵庫 B

邑楽冷蔵
庫株式会
社

邑楽冷蔵
庫株式会
社

邑楽冷蔵
庫株式会
社

B

沼田蚕種
冷蔵庫

沼田蚕種
冷蔵庫

沼田蚕種
冷蔵庫 B

三浦風穴 三浦風穴 三浦風穴 A

片品風穴 片品風穴
株式会社

片品風穴
株式会社 A

前橋冷蔵
株式会社

前橋冷蔵
株式会社 C

榛名蚕業
社

榛名蚕業
社 B

反町冷蔵
庫

反町冷蔵
庫 B

磯部冷蔵
庫 B

田中冷蔵
庫

磯部田中
冷蔵庫

磯部田中
冷蔵庫

B
※3

入沢冷蔵
庫

入沢冷蔵
庫 B

村井田冷
蔵庫

村井田冷
蔵庫 B

小板橋冷
蔵庫 B

中沢冷蔵
庫

中沢冷蔵
庫 B

後閑蚕種
冷蔵庫

後閑蚕種
冷蔵庫 B

古桃園冷
蔵庫 B

尾島冷蔵
株式会社

尾島冷蔵
株式会社 B

上武製氷
冷蔵会社 C

（「産業新報社編　1913a・b」、群馬県内務部　1914 ～ 1919	、農商務省農務局　1914 ～ 1918、群馬県蚕業取締所　1933、群馬県蚕糸業史編纂委員会　1954、群馬県教育委員会事務局　1972）

表12　群馬県内における蚕種冷蔵方法の推移
M35 M38 M40 M42 T １ T ２ T ３ T ４ T ５ T ６ S ２ S10 S14

1902 1905 1907 1909 1912 1913 1914 1915 1916 1917 1927 1935 1939

風　穴 1 3 5 5 5 5 5 5 5 7 8 6 5

氷　庫 -1 -1 2 2 5 4 3 3 6 20 21 18

アンモニア式 5 6 5

　計 1 4 6 7 7 10 9 8 8 13 33 33 28

備考欄
　※1　群馬県蚕業取締所	1933
　※2　尾澤風穴と同一と理解した。
　※3　田中冷蔵庫と磯部田中冷蔵庫は同一と理解した。
　A　風穴　　B　冷蔵庫　　C　氷庫
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飯　島　義　雄

　本稿は、群馬県立世界遺産センターが令和４年６

月27日に開催した「令和４年度　第１回セカイト研

究会」における同名の標題の発表を基礎としていま

す。成稿にあたっては同研究会におけるご教示等を

参考とさせていただきました。当日参加された方々

に感謝申し上げます。また、成稿にあたり、石井寬

治氏、春山秀幸氏にご指導、ご高配をいただきまし

た。ありがとうございました。

　また、本稿で使用した資料の閲覧にあたり、農林

水産省情報総合センター図書館、群馬県立図書館、

群馬県立文書館に多大なご高配をいただきました。

ありがとうございました。

引用・参考文献（刊行年順）
群馬県農会　1907　『明治四十年七月　群馬県秋蚕供用　

黒種（風穴種）生種（二化性）生産額調査』
群馬県農会　1909　『明治四十二年七月　群馬県秋蚕種生

産額調査』
群馬県協賛会編　1910　『群馬県案内』
大久保茂太郎編　1910　『群馬県蚕業家名鑑　完』
群馬県農会　1910　『明治四十三年七月　群馬県秋蚕種生

産額調査』
群馬県農会　1911　『明治四十四年七月　群馬県秋蚕種生

産額調査』
群馬県農会　1912　『明治四十五年六月　群馬県秋蚕種生

産額調査』
蚕業新報社編　1913a　全国蚕種貯蔵風穴調査概要農商務

省調査『蚕種要録』p.p.343 ～ 395
蚕業新報社編　1913b　全国蚕種貯蔵風穴調（明治四十二

年九月）農商務省調査『蚕種要録』p.p.345 ～ 358
群馬之蚕業社　1913　『群馬県蚕業案内』
群馬県内務部　1914　蚕種冷蔵　大正元年『大正元年　

群馬県統計書　勧業之部』第二〇　p.136
農商務省農務局　1914　蚕種冷蔵業取締成績『蚕業取締

成績　大正元年度』第二編　p.p.174 ～ 183
群馬県内務部　1915　蚕種冷蔵　大正二年『大正二年　

群馬県統計書　勧業之部』第二〇　p.133
農商務省農務局　1915　蚕種冷蔵業取締成績『蚕業取締

成績　大正二年度』第二編　p.p.180 ～ 195
群馬県内務部　1916　蚕種冷蔵　大正三年『大正三年　

群馬県統計書　勧業之部』第二一　p.136
農商務省農務局　1916　蚕種冷蔵業取締成績『蚕業取締

成績　大正三年度』第二編　p.p.183 ～ 199
群馬県内務部　1917　蚕種冷蔵　大正四年『大正四年　

群馬県統計書　勧業之部』第一四　p.137
農商務省農務局　1917　蚕種冷蔵業取締成績『蚕業取締

成績　大正四年度』第二編　p.p.204 ～ 222
群馬県内務部　1918　蚕種冷蔵　大正五年『大正五年　

群馬県統計書　勧業之部』第一五　p.p.164・165
農商務省農務局　1918　蚕種冷蔵業取締成績『蚕業取締

成績　大正五年度』第二編　p.p.234 ～ 252
群馬県内務部　1919　蚕種冷蔵　大正六年『大正六年　

群馬県統計書　勧業之部』15　p.163
農商務省農務局　1919　蚕種冷蔵業取締成績『蚕業取締

成績　大正六年度』第二編　p.p.207 ～ 226
荒船風穴蚕種貯蔵所1920　『蚕種冷蔵荒船風穴営業案内大

正九年一月号』（復刻版一般財団法人群馬地域文化振興
会2017）

群馬県内務部　1929　蚕種冷蔵庫（昭和二年）『昭和四年
十月　群馬県蚕糸業資料』（二九）　p.p.97・98

群馬県蚕業取締所　1933　『群馬県蚕業取締所沿革史　昭
和八年一月』

群馬県蚕糸業史編纂委員会　1954　『群馬県蚕糸業史　下
巻』

群馬県議会図書室　1966　『群馬県議会議員名鑑』群馬県
議会史別巻　ｐ.312

群馬県教育委員会事務局　1972　『群馬県の養蚕習俗』
田中　修　1983　"風穴"利用による蚕種保護『月刊　上州

路　昭和58年12月号』№116　蚕業遺産をたずねる　
p.p.58 ～ 61

群馬県立文書館　1995　明治二十二年群馬県町村区画略
図『ぐんま史料研究』第４号　別刷附録図二　

文化庁文化財部監修　2010　荒船・東谷風穴蚕種貯蔵所
跡『月刊文化財』平成22年２月号（№557）

中之条町教育委員会　2019　『群馬県吾妻郡中之条町　国
指定史跡荒船・東谷風穴蚕種貯蔵所跡　東谷風穴蚕種
貯蔵所跡　調査報告書　１』

下仁田町歴史館2019　『町史編纂文書等調査報告書下仁田
町指定文化財春秋館跡調査報告書』

−58−


